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令和３年足寄町予算審査特別委員会議事録（第２号）
令和３年３月１８日（木曜日）

◎出席委員（１２名）

１番 多治見 亮 一 君 ２番 高 道 洋 子 君

３番 進 藤 晴 子 君 ４番 榊 原 深 雪 君

５番 田 利 正 文 君 ６番 熊 澤 芳 潔 君

７番 髙 橋 健 一 君 ８番 川 上 修 一 君

９番 髙 橋 秀 樹 君 １０番 二 川 靖 君

１１番 木 村 明 雄 君 １２番 井 脇 昌 美 君

◎欠席委員（０名）

◎法第１２１条の規定による説明のための出席者

足 寄 町 長 渡 辺 俊 一 君

足寄町教育委員会教育長 藤 代 和 昭 君

足寄町農業委員会会長 齋 藤 陽 敬 君

足寄町代表監査委員 川 村 浩 昭 君

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者

副 町 長 丸 山 晃 徳 君

総 務 課 長 松 野 孝 君

福 祉 課 長 保 多 紀 江 君

住 民 課 長 佐々木 雅 宏 君

経 済 課 長 村 田 善 映 君

建 設 課 長 増 田 徹 君

国民健康保険病院事務長 川 島 英 明 君

会 計 管 理 者 横 田 晋 一 君

消 防 課 長 大竹口 孝 幸 君

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者

教 育 次 長 沼 田 聡 君

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者

農業委員会事務局長 上 田 利 浩 君

◎職務のため出席した議会事務局職員

事 務 局 長 櫻 井 保 志 君

事 務 局 次 長 野 田 誠 君

総 務 担 当 主 査 中 鉢 武 志 君
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◎議事日程

日程第 １ 議案第３７号 令和３年度足寄町一般会計予算

日程第 ２ 議案第３８号 令和３年度足寄町国民健康保険事業特別会計予算

日程第 ３ 議案第３９号 令和３年度足寄町簡易水道特別会計予算

日程第 ４ 議案第４０号 令和３年度足寄町公共下水道事業特別会計予算

日程第 ５ 議案第４１号 令和３年度足寄町介護保険特別会計予算

日程第 ６ 議案第４２号 令和３年度足寄町介護サービス事業特別会計予算

日程第 ７ 議案第４３号 令和３年度足寄町後期高齢者医療特別会計予算

日程第 ８ 議案第４４号 令和３年度足寄町資源ごみ処理等事業特別会計予算

日程第 ９ 議案第４５号 令和３年度足寄町上水道事業会計予算

日程第１０ 議案第４６号 令和３年度足寄町国民健康保険病院事業会計予算
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午前１０時０５分 開会

◎ 開議宣告

○委員長（高道洋子君） 昨日に引き続き、

予算審査特別委員会を再開いたします。

◎ 議案第３７号

○委員長（高道洋子君） 議案第３７号令和

３年度足寄町一般会計予算の質疑を続けま

す。

１５６ページをお開きください。

１５６ページ、第７款商工費に入ります。

第１項商工費の１目商工振興費、質疑はあ

りませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目消費者対策

費、ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目観光費、質疑

はありませんか。

６番熊澤委員。

○６番（熊澤芳潔君） では、観光費につい

てお伺いをいたします。

それで、観光費の中の右端に観光振興管理

経費１,８９３万４,０００円、それからオン

ネトー野営休憩舎新築事業ということで９,

５２５万５,０００円について、２点につい

てお伺いをいたします。

説明資料に基づいてお聞きしたいと思いま

すけれども、まず６０ページの観光振興管理

経費とあるのですけれども、その中で負担

金、補助金及び交付金ということがございま

す。そこでお聞きしたいのは、ここにありま

す説明の中の阿寒摩周国立公園広域観光協議

会負担金１０万円とありますけれども、この

ことについてお聞きしたいのですけれども、

この協議会というのは何回ぐらい行われてい

るのか、それからどのような組織になってい

るのか、それから今までの決定事項、またこ

れからの課題、そして将来構想ということが

恐らく協議されているのだろうなということ

がありますけれども、この点についてちょっ

と御説明願います。

○委員長（高道洋子君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

まず阿寒摩周国立公園広域観光協議会とい

うことでありますけれども、これは十勝圏で

いけば足寄町のみ、あとは釧路管内でいって

１０市町村の組織でなっております。

年に何回かということになると、いわゆる

幹事会と、協議会の幹事会というものがあり

まして、それについては年に数回、２回もあ

れば３回開く場合もあります。それと、あと

協議会の会長ということで、これについては

うちの町長がなっておりますので、総会等に

出席しております。

内容と組織も含めてお話ししたのですけれ

ども、内容につきましては、いわゆる平成２

９年ですか、今までは阿寒国立公園というこ

とだったのですけれども、摩周が加わって阿

寒摩周国立公園、この地域周辺の活性化に向

けていろいろと議論を重ねて、それの一つの

主なものとしては阿寒摩周国立公園満喫プロ

ジェクトというのがあります。これについて

は、環境省の国の事業で全国８つの国立公園

が選定されておりまして、その中の一つこの

北海道でいけば阿寒摩周国立公園、ここが満

喫プロジェクトということで選定されまし

た。その中で、要はインバウンド、要は外国

人の集客その他その周辺に、阿寒、摩周の周

辺の人たちがより活性化につながるような形

の中で、いわゆる分かりやすくいけば外国人

が使えるようなＷｉ－Ｆｉの導入だとか、外

国語を取り入れた看板づくりだとか、地域周

辺、これを整備していくということにつな

がっていくような取組を行っています。

今後に向けてということでいけば、実はこ

の阿寒摩周国立公園の満喫プロジェクトとい

うのは実は今年で事業終了したというか、終

了したのですけれども、この協議会が一丸と

なって継続して活動していこうということを

統一認識の中で、今後についてはちょっと大

きいプランになるかもしれませんけれども、
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摩周湖周辺から阿寒に向けて、またはオンネ

トー周辺につながるようなサイクリングロー

ドというのかな、そういったものも将来的に

計画していったりしております。細かいこと

を言えば、うちでいけばオンネトーと阿寒湖

周辺、それが町とした地域のブロックという

かな、そういう周辺整備だとか、摩周周辺だ

とか、そういう小ブロックの部分に対しても

活性化につながるような取組を行っていくと

いうことを含めて、管内では足寄町だけなの

ですけれども、主に阿寒摩周国立公園周辺の

市町村が今後の外国人、今ちょっとコロナで

令和２年度はかなり減少しているのですけれ

ども、その形の中でお客さんを取り入れて観

光客含めて活性化しようという取組につなが

るような協議会となっております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ６番熊澤委員。

○６番（熊澤芳潔君） 内容は大体分かりま

した。

そうしますと、一つのブロックとして阿寒

とオンネトーということがあるのですけれど

も、それに従ってこの協議会の中ではそう

いった周辺整備だとか、そういったことも当

然その中でこれから改善していくよというこ

となのかどうかちょっとお聞きします。

○委員長（高道洋子君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

今熊澤議員おっしゃっているように、一つ

言えばその周辺、登山道もあるのですけれど

も、一方実は今、後で今お話ししているよう

に、オンネトー新休憩舎新築工事、これにつ

いても一部そういったものが、要は周辺整備

でもって整備するよというような形の中でＰ

Ｒしていくということも含めて、環境省の補

助金を頂きながら進めていくと。また、実は

具体的に足寄町が何をしていくかという、具

体的なプロジェクトというかな、そういった

ことについてはまだ具体化されていないので

すけれども、細かく言えば、看板等の外国語

にちょっと変えて看板の設置だとか、国立公

園でいけば色を統一しようということで、茶

色い色ですか、そういうことで統一した看板

をつくっていこうとか、そういう形の中で進

めております。

阿寒湖畔の近くでいけば、国道沿いにある

駐車場が昨年たしか整備されたと、そういう

形の中でオンネトー、阿寒湖周辺については

少しずつ整備を進めているところでありま

す。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ６番熊澤委員。

○６番（熊澤芳潔君） ちょっとお聞きした

いのですけれども、整備の関係でちょっとお

聞きします。

これまで結構オンネトー周辺の整備のこと

で多くの方からいろいろ御意見があるのかな

とは思うのですけれども、当然整備といいま

すと道路整備とかいろいろあるのですけれど

も、取りあえずオンネトー周辺の整備の中で

は、写真家の方もいますし、いろいろな方が

写真を撮れるとか、それから観光にも当然出

る方もいらっしゃるものですから、一つには

これはどういう形で進めているのかちょっと

お聞きしたいのですけれども、道路の危険が

当然皆さん通ってあそこ、崖だとかいろいろ

なことがあって危険な箇所があるということ

が分かっていると思うのですけれども、それ

から展望台周辺の整備、これは何か行われた

というようなことを聞きました。それから危

険木の関係で、湖畔の周辺の危険木、それか

ら湖畔の周辺の危険木をチェーンソーで切っ

て、湖の中にただ倒しっ放しになっていると

か、それから展望台のトイレだとか駐車場の

整備、それからそういったことが結構皆さん

から受けていると思うのですよね。そういっ

たことについての整備はどのような形で進め

ているのか、また今後はどういう形で進むの

か、ちょっとコロナ禍での事業の中でのそう

いったことがなるのかならないのか分かりま

せんけれども、お伺いいたします。

○委員長（高道洋子君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） 全てちょっと完
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璧に答弁できるかといったらちょっとあれな

のですけれども、私の認識の中で答弁させて

いただきます。

まず１点目については、正直言って足寄町

が何か整備するということについては、実は

環境省、分野があって国立公園は環境省、今

言っている展望台とかそういったデッキにつ

いては北海道、ちょっと分野別、あとは木を

切ったりしていいのかということになると国

有林というか、そういうことなので森林管理

署、各関係機関と協議の上で今進めている状

況です。

先ほど言った展望デッキ等の周辺について

は、熊澤議員仰せのとおり、もうそろそろ完

成だと思う、最終完成だと思うのですけれど

も、北海道のほうで整備を進めていただきま

した。

ちょっと立木等の立木等については、恐ら

く風倒木だとかそういったことで支障があっ

たときに恐らく切って湖畔のところに倒した

ということなのかなと思っていますけれど

も、そこの詳しい事情まではちょっと把握し

ておりません。

正直いって言うのは、足寄町でできる範囲

というのはごく僅かです。国有林内でいけば

森林管理署、その他環境省、北海道、そこと

連携を取りながら進めているという状況でご

ざいます。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ６番熊澤委員。

○６番（熊澤芳潔君） 分かりました。

そうしたら北海道だとかということになる

のだろうなというふうに思いますけれども、

行政も当然要請をしていくという形になると

思いますけれども、やはりオンネトー、オン

ネトーということで足寄町も力を入れている

のですけれども、実態がそういう例えば写真

家、写真家といったらいいのか分かりません

けれども、写真を撮る方から見ると、非常に

みったくないと。要するに、湖の中に太い木

が倒れているのか、ちょっと私も見てなかっ

たのですけれども、そういったことが見られ

るということでどうなのというような話があ

りますから、特に今言ったようなことをやは

り強く、この協議会の中なのか、それとも行

政なのか分かりませんけれども、強く要請を

してもらって早く整備をしないと、こういっ

たせっかくの阿寒摩周といった、そういった

プロジェクトもあるのですけれども、何もな

らないということになると思いますので、よ

ろしくお願いをしたいというふうに思いま

す。

○委員長（高道洋子君） 答弁要りますか。

（「返事頂ければ」と呼ぶ者あり）

経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） ちょっと冒頭今

言われるオンネトー周辺の部分部分の整備、

これと実は阿寒摩周国立公園広域観光協議会

というところの連携と全てがマッチングして

いるということではないことで、まず御理解

願いたいと思います。あと言われているよう

に、熊澤議員仰せのとおり、今言われたこと

を各関係機関のほうにも現場を確認しながら

伝えていきたいと。ただし、よく言われてい

るのが、予算の範囲の限られた部分でという

ことでいろいろと言われています。展望デッ

キも結構もう板だとか手すりだとか、そう

いったものが腐食している部分も結構前から

道にお願いをしていたのですけれども、今年

それが実になったということもありますの

で、そういったことも含めながら周辺環境を

整える上でも各関係機関と連携取りながら進

めていきたいと思っております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ６番熊澤委員。

○６番（熊澤芳潔君） では、よろしくお願

いします。

次に、その下の６２ページの関係で、オン

ネトー野営場休憩舎新築事業ということにつ

いてお伺いをしたいと思います。

これは以前に、私ちょっと名前忘れてし

まったのですけれども、オンネトー茶屋でし

たか、たしかそんな名前の形で皆さん知って

いるのだろうなと思うのですけれども、その
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事業を今度は新しく新築するよということな

のだろうと思いますけれども、この事業は新

しく進めるのか、それとも過去にオンネトー

茶屋の関係が引き継いでそのまま事業を進ん

でいくのか、まずそれをお伺いしたいと思い

ます。

○委員長（高道洋子君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

平成３０年ですか、茶屋が老朽化したとい

うこともあるし、茶屋を経営していた人が御

高齢でその後継続できないということで一時

茶屋というのが休止状態というか、営業して

いない状況であります。そこでちょっと管理

しているのですけれども、オンネトー魅力想

像委員会というのを立ち上げて、ここの周辺

をどう生かしていくかということも含めなが

ら検討させていただいた経過を踏まえて、や

はりそういったものが必要ではないかという

ことで話し合われて、その後、新休憩舎、茶

屋の代わりになるようなものを何とか周辺で

建てられないかということでいったときに、

やはり町単独ではやはり費用を含めて負担が

大きいということで、何か補助金がないかと

いうことを模索しながら環境省と打合せをし

ていた経過があります。

これについては、昨年下部工事をやって、

基礎工事終わって今年はその上物の本体のほ

うの建築費用を予算計上しているのですけれ

ども、そういう形の中でやはり茶屋そのもの

の機能をそのまま移行するのではなく、逆に

今言われた新休憩舎を利用して、登山客だと

か野営場に来る、キャンプ場に来る方だと

か、その施設を有効に利用できるような展示

場だとかいろいろなことをつくりながら、建

設計画を立てております。そこについては、

今言われたように環境省の自然公園等整備事

業補助金を活用して、６２ページの事業目的

にも書いてあるのですけれども、環境省自然

公園等整備事業補助金を活用して、休憩舎が

国立公園の利用者の拠点となるような施設に

なろうということを目的として、今建設をし

ております。

茶屋については経営者いたのですけれど

も、ここの担い手のなる部分も今協議をして

いる中で観光協会、これが窓口というかな、

担い手となって今進めようとする計画でなっ

ております。

まだまだ詰める点はいろいろとあるのです

けれども、そういう形の中で進めていきたい

なというふうに考えております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ６番熊澤委員。

○６番（熊澤芳潔君） 分かりました。

要するに、拠点となるようにということで

すばらしいことだと思うのですけれども、た

だせっかくこれだけの投資をする以上は、で

は効果がやっぱりどうなのかなということに

なりますと、運営になってくるのだろうなと

思いますけれども、これ冬期間という事業な

ものですから、非常に収支といいますか、そ

ういった経営については厳しいものがあるの

ですけれども、そういった中で過去にはなか

なか経営者というのが定まらなかったとかい

ろいろな観点があったのかなと思いますけれ

ども、当然その点については計画を立てたの

か、立てていくのか分かりませんけれども、

そういったものを立ててきちんとやってくる

のだろうと思いますけれども、今の時点では

どういう計画になったのか、運営についての

内容。

○委員長（高道洋子君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） 建物は建てれば建つ

のですけれども、問題は建った後どう運営し

ていくのかというところがやっぱり一番大事

になってくるのかなというように思っていま

す。

それで、この施設を建てるという段階でも

ずっといろいろ議論しまして、そういう施設

は必要だよねと、やっぱり今まであったオン

ネトー茶屋に代わるような、あそこを訪れる

観光客の人たちがちょっと休憩する場所です

とか、それから登山から帰ってきた人だと

か、それからキャンプに来られた方、そう
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いった方たちがちょっと立ち寄る場所ですと

か、そこで休憩したり、そこでオンネトーの

魅力を発信できるような、そういった施設が

必要だよねという話はずっとされているので

すけれども、問題はやっぱり今熊澤議員さん

がおっしゃられたように、夏場だけの営業で

すので、冬、道も通行止めになってしまいま

すから行くことができないわけですし、そう

すると本当に夏場の春先から秋の紅葉の時期

まで、この期間の中だけで運営をしなければ

ならないといった部分がありますので、やは

り経営的には夏場でどれだけお客さんが来て

いただけるのかだとかといった部分は、なか

なか大変ではないのかなというように思って

おりました。それで、やはり建てる前段でも

この建てるのはいいけれども、確かにそうい

う施設は必要だよねと、必要だけれども、で

は運営本当にできるのかいという、そこの部

分がきちんとしないとこれは安久津町長の時

代からの話なのですけれども、プレーヤーが

いなかったら建ててもどうしようもないじゃ

ないですかということで、十分議論をしてき

たところであります。最終的には観光協会

が、では受け皿になりましょうということで

お話を頂きましたので、最終的には観光協会

の方たちがそこの運営をどうしていくのかと

いった部分を、町としては建物を建てます、

そしてその運営については観光協会さんのほ

うで担っていただくと。観光協会さんの中で

はどう運営していくのかというのを詰めてい

ただきながら、以前もそうだったのですけれ

ども、茶屋のときもそうだったのですけれど

も、観光協会さんが受けていただいて、あと

実際の中、新しい休憩舎を切り盛りしていた

だくというか、そういう方を探して運営をし

ていただくというような形でやりましょうと

いうことになりましたので、今回いろいろな

議論もありましたけれども、建設をしようと

いうことで決断をさせていただいて、昨年か

ら事業を取り組まさせていただいていると、

そういう経過となっておりますので、運営に

ついては今のところ観光協会さんが担ってい

ただけるということになるのかなというよう

に思っているところであります。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ６番熊澤委員。

○６番（熊澤芳潔君） 町長の言っていると

おりだと思うのですね。観光協会ということ

もあるのですけれども、観光協会もいろいろ

な事業をやっているので、そういった意味で

は細かく運営の方法までということにならな

いから今まではどなたにお願いをして、そし

てなかなかやめるとか何とか、やめてはいな

いのですけれども、定まらなかったところも

あったのかなという気がしますので、そこら

辺を十分に町も応援しながらやっぱり観光協

会にやっぱり成功するように、これだけの投

資するのですから、お願いをしたいなという

ふうに思います。

それから、このこともさっき言った協議

会、国立公園観光協議会というのがあるので

すけれども、これだけの投資をあそこにする

のですから、そういった協議会の中でもそこ

を一つにまとめた運営というのか、そういっ

た整備というのか、そういったこともできな

いものかなと、できるのではないかなと思う

のですけれども、ただその点について町長ど

うなのでしょう、そこら辺だけちょっと聞い

て終わりたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） この施設をつくる段

階でも、先ほどのお話あった協議会の中でも

お話だとかもいろいろさせていただきなが

ら、そういう先ほど経済課長のほうでもお話

ししましたけれども、満喫プロジェクトとい

う、そういうプロジェクトができて、国とし

てそういう国立公園をもっと活用していこう

という、そういう計画があってこの満喫プロ

ジェクトという、そういう事業ができたわけ

なのですね。その中で、そのプログラムの中

にその中にオンネトー地区としてはいろいろ

と協議をしながら、そこに新休憩舎もつくり

ましょうという話もひとつできて、その中に

新休憩舎もつくりますよと、整備しますよと
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いうのが載っているのは載っております。

先ほど看板ですとか、駐車場の整備ですと

か、いろいろな部分というのはそういった中

にも入っているところでありまして、言って

みれば、阿寒摩周国立公園周辺の観光をどう

していくのかですとか、そういったものを

やっていく、観光の促進というのをやってい

こうというのが協議会の中でも話がされてい

るところでありますので、そういったところ

で一緒に当然観光協会と町とも一緒にやって

いかなければなりませんし、また阿寒摩周国

立公園を取り巻く周辺の地域の人たちとも一

緒に取組を進めながら、お互いにオンネトー

だけではなくて阿寒だったり摩周湖だった

り、そういったそれぞれの地域でそれぞれの

地域の魅力を高めながら、周回していただけ

るような、そういったような取組を進めてい

くということで考えておりますので、よろし

くお願いをしたいと思います。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ６番熊澤委員。

○６番（熊澤芳潔君） ぜひよろしくお願い

します。成功させてください。

○委員長（高道洋子君） いいですね。

それでは、観光費、ほかにございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） なければ、１６２

ページ、第８款土木費に入ります。

第１項土木管理費の１目土木総務費、ござ

いませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目地籍調査費、

ございませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項道路橋梁費

の１目道路維持費。

３番進藤委員。

○３番（進藤晴子君） １６７ページの工事

請負費のところでお願いします。説明書のと

ころは７３ページになります。

ここの町道応急補修工事そのほか２つ、計

上されている金額については前年度と比べま

すと町道補修工事のほうが若干少なめになっ

ているところだと思いますが、ほぼ金額は変

わらない。なのですが、前回の議会の中でも

町民の方が言われているように、どうしても

歩道のところがもうがたがたしていて大変危

ないというまちの方の意見がたくさんござい

ます。あと、市街地の道路についても同じよ

うなことが言えると思うのですが、そちらの

ことが毎回同じ金額の計上であまりよくなっ

ていないような気がするのですが、その辺の

計画的な工事というのは考えていらっしゃら

ないのか、その辺をちょっとお伺いしたいと

思います。

○委員長（高道洋子君） 建設課長、答弁。

○建設課長（増田 徹君） 今の御質問にお

答えをしたいと思います。

工事請負費の中で今おっしゃられたところ

については、町道舗装補修工事になろうかと

いうふうに思いますが、町道補修工事につい

て御説明をさせていただきたいと思います。

町道の舗装補修につきましては、補助事業

等もなくて全て単独費により町全体の財政計

画をもって進めていかなければならないと、

そういったことから整備費を、多くの整備費

用を計上することができず、実際のところ進

んでいないというようなことが現状でござい

ます。

計画につきましては、一昨年ぐらいまでは

若干少なめだったのですけれども、昨年ぐら

いから約６,０００万円ぐらいの費用をもっ

て進めるという形で総合計画等で乗せさせて

いただきまして、今現況では大体年間６,０

００万円ぐらいで進めていこうというような

計画となってございます。

あと、計画のことなのですけれども、主に

山間部の特にひどいところを中心として今現

状は計画を立てて、それと合わせて下水道工

事に伴って、下水道で整備される部分の反対

側の部分が下水道工事で整備できないもので

すから、あわせて整備することによって道路

をよくするというような形を取らさせていた

だきながら舗装補修については進めさせてい
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ただいているところでございます。

歩道の補修の件についてなのですが、現在

のところ、今のところ計画的に補修を行う予

定はございません。ただし、しかしながら、

議員仰せのとおり、町中の歩道が凸凹で多く

あるということは理解しているところなので

すけれども、特に凸凹がひどくて歩行に支障

のなるような場所につきましては早急な対応

を直営でやったり、部分的な補修については

やるというような形で進めているところなの

ですけれども、全体的な歩道の全ての歩道の

計画というところについては、今の現状では

立てていないというところが現状でございま

す。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ３番進藤委員。

○３番（進藤晴子君） ありがとうございま

す。

山間部とか市街地以外のところでは、ここ

に乗っている町道舗装補修工事の中の４か所

今回乗っておりますけれども、そういう今計

画を持ってやっていらっしゃるということ

で、あと金額も去年からアップしているとい

うことですね。分かりました。

あと歩道なのですが、私は勘違いしていま

した、町道応急補修工事というところ、項目

がございます。こちらのほうでやっているの

かなというふうに思ったのですけれども、そ

ういうことではなくて、どこでやっています

か。あそこが危ない、どうしても補修かけな

ければいけない、工事しなければいけないと

いうのはどの項目で工事されていますか。

○委員長（高道洋子君） 建設課長、答弁。

○建設課長（増田 徹君） 委員仰せのとお

り、町道の応急補修工事というのもございま

して、これについては先ほど委員の仰せと同

じように、緊急に伴うところ、応急に処理し

なければならないところについてはこの費用

をもって修理をするというような形で、計画

的に舗装の補修をするほうにつきましては、

その下の舗装補修工事で行うというようにし

ているところでございます。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ３番進藤委員。

○３番（進藤晴子君） 工事自体がちょっと

私分からないものでちょっとお聞きしたいの

ですけれども、突発的に悪いところができ

た、そこを応急的な処置をするという場合

は、根本的な工事ではなくて簡易的なそうい

う工事になるわけですか。

○委員長（高道洋子君） 建設課長、答弁。

○建設課長（増田 徹君） ケース・バイ・

ケースもあるのですが、基本的には応急的に

直してという形になるのですけれども、それ

がすぐ壊れるようなものの直し方というのは

だめなので、ある程度年数がもつような形で

補修をするというような形にしております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ３番進藤委員。

○３番（進藤晴子君） 分かりました。

補助金が出ないということでなかなか大変

だとは思うのですけれども、少しずつでも町

なか市街地の今回はここをメインにちょっと

見てみよう、今回はここという感じで少しず

つやっていかないと、町民のここをやってと

言われたときに応急的な処置をやっていたの

のではなかなかうまくいかないと思いますの

で、できれば今年はここをポイントで見よう

とか、それぐらいの計画はあってもいいので

はないかなというふうに、見落としがあると

思いますので、できればそういうちょっとし

たプランも立てていただいてやっていただけ

ればなと思います。

以上です。

○委員長（高道洋子君） 答弁、建設課長。

○建設課長（増田 徹君） 委員仰せのとお

り、確かに歩道の凸凹についても将来的にこ

れからよくなることはないので、悪くなる一

方というふうに捉えております。簡易的にな

るかもしれないのですけれども、現地の状況

を含め確認しながら、また計画的に進めなけ

ればならないというふうに考えておりますの

で、今後そういう方向に向けて検討していき

たいというふうに思っていますので、よろし
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くお願いします。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ３番進藤委員。

○３番（進藤晴子君） ありがとうございま

す。限られたお金ですので、致し方ないとこ

ろもあるかとは思いますが、できるだけよろ

しくお願いします。

○委員長（高道洋子君） 次、道路維持費、

ほかにございますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） なければ、２目道

路管理費。

３番進藤委員。

○３番（進藤晴子君） ページ数が１６９

ページの街灯のＬＥＤ化事業のことでお伺い

したいと思います。

このＬＥＤ化事業ですけれども、蛍光灯と

かその辺が２０１７年に製造中止になりまし

て、これからどんどんどんどんＬＥＤ化しな

くてはいけないかと思うのですが、どのぐら

い足寄町がＬＥＤの街灯に切り替わっている

のか、その進捗状況教えてください。

○委員長（高道洋子君） 建設課長、答弁。

○建設課長（増田 徹君） 街路灯のＬＥＤ

化なのですけれども、手元にある資料なので

すけれども平成２７年度から、一等最初が平

成２１年だったかな、から進めているところ

なのですが、現在のところ１,５３５灯のう

ち８５６灯、整備率といたしましては５５.

７７％という形になっております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ３番進藤委員。

○３番（進藤晴子君） このＬＥＤ化事業は

今年は何灯やろうというようなことではなく

て、もしかしたら街灯でちょっと古くてもう

チェンジしなくてはいけないなというところ

を目安にやっていらっしゃるのですか。それ

とも今年は幾つ幾つというふうな感じでプラ

ンでやっていらっしゃいますか。

○委員長（高道洋子君） 建設課長、答弁。

○建設課長（増田 徹君） ＬＥＤ化につき

ましては、基本的には計画的に進めてきてい

るところでございます。今年に関しまして

は、山手通りの従量制の部分の改修と、取替

えという形で進めておりまして、あと計画的

に総合計画にのっとりまして進めていくとい

うような形になります。

あと単発で、特に自治会等から整備要望等

がありました場合はまた改めて、この下に

載っているのですけれども、そういった形で

整備をするというような形にしております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ３番進藤委員。

○３番（進藤晴子君） 分かりました。

ＬＥＤといいますと、私たち主婦にとって

はとても電力のことが気になります。街灯の

電力というのは、一般家庭のとはちょっと違

うとは思うのですけれども、今おっしゃられ

た５５.７７％進んだ上でどのぐらい光熱費

が抑えられていると思っていらっしゃいます

か。もしデータがあれば教えてください。

○委員長（高道洋子君） 建設課長、答弁。

○建設課長（増田 徹君） １灯当たりでい

きますと従来、今まで使っていたものからす

ると約３分の１ぐらいの電気の消費量という

ような形になるのですけれども、町全体の電

気料金とかでいきますと、北電の電気の単価

が動いたりしますので、実際にはほんの何％

か、約５％ぐらいしか下がっていないという

ところが現状でございます。電気料金につき

ましては以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ３番進藤委員。

○３番（進藤晴子君） 分かりました。

多分そのぐらいなのではないかなと思って

いたのですけれども、ただ電力だけの問題で

はＬＥＤ化、ないので、環境問題ともやっぱ

りつながっておりますので、今後あと何年か

かるかちょっと分かりませんが進めていって

いただきたいと思います。

ありがとうございました。

○委員長（高道洋子君） よろしいですね。

それでは、道路管理費、ほかにありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○委員長（高道洋子君） ３目土木車両管理

費、ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目臨時地方道整

備事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目道路新設改良

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項河川費の１

目河川総務費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目河川維持費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４項都市計画費

の１目都市計画総務費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目下水道費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目公園管理費。

５番田利委員。

○５番（田利正文君） １７７ページの公園

管理費のことについてちょっとお聞きしたい

のですけれども、里見が丘のシバザクラの維

持管理経費はこの右上にある７,３１３万

円、ここに入っているのでしょうか。入って

いるとすれば幾らぐらいなのでしょうか。

○委員長（高道洋子君） 建設課長、答弁。

○建設課長（増田 徹君） 里見が丘フラ

ワー園の維持管理経費なのですけれども、本

年度、委託料の清掃業務１,２１６万円の中

にフラワー園の。（「今の質疑は次の４番に

該当すると思うので３番には存在しないで

す。４番に該当します。」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 公園事業費です

か。（「今、委員長、３番やっているのです

ね。」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） そうです、公園管

理費です。（「４番だと思います」と呼ぶ者

あり）

大丈夫ということで。３番公園管理費で。

建設課長、答弁。

○建設課長（増田 徹君） つきましては、

公園清掃業務の中にフラワー園の園地という

ことで１８０万円、それからその次のページ

の１７９ページにあります草刈り業務という

ほうで約１２０万円計上させていただいてお

ります。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ５番田利委員。

○５番（田利正文君） 以前に伺ったとき

に、今のシバザクラを維持管理するのに年間

４００万円ぐらいかかっていたというような

記憶があるのですけれども、今の値段でそれ

で大丈夫なのでしょうか。

○委員長（高道洋子君） 建設課長、答弁。

○建設課長（増田 徹君） 以前はそのぐら

いかかっていたのですが、昨年の第３回定例

会で田利議員からの一般質問でフラワー園に

ついての質問で、町長からフラワー園につい

ては来年度に向けて今後どのようにしていく

か検討させていただきたいというような答弁

をさせていただきまして、今年度新たに専門

の知識のある業者に委託をしてシバザクラに

ついてはどういうふうにするかと、最終的に

今年の７月をめどに、維持管理をしていただ

いて７月をめどに最終報告を作成して、結果

を基に今後どうしていくかというようなこと

を検討して進めていきたいと、第３回定例会

をめどにできれば報告をしていきたいという

ふうに考えているところでございます。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ５番田利委員。

○５番（田利正文君） 業者に今のシバザク

ラの状況を見てもらって、こんなふうにすれ

ば再生できるということを検討してもらうと

いうことでいいのですかね。それの経過が上

がってから第３回定例会のあたりに予算でき

るとかいう感じですか。

○委員長（高道洋子君） 建設課長、答弁。

○建設課長（増田 徹君） これから見ても

らってどうするかというふうに決めるのです

けれども、シバザクラの状況が昨年も説明し

ましたとおり、管理が草刈りだとかいろいろ
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な面でやり方が違っていたのではないかとい

うことで、その辺の検証と実際に現地の全体

の状況を見ていろいろなコケがいっぱい生え

ているだとか、シバザクラがどうしても生育

がしづらいだとか、そういったことをゾーニ

ングをしながら、本当にシバザクラを全体に

やるのかだとか、それとも一部に集約してシ

バザクラが成長できるのであればそういうふ

うに形にするとか、その辺を今年のシバザク

ラを維持管理していただきながらどういった

形がいいかということで報告書を頂いて、最

終的に町としてどうするべきという判断をし

て報告したいというような形で考えておりま

す。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ５番田利委員。

○５番（田利正文君） 前に町長が言われて

いましたけれども、どうしてもシバザクラで

なくてもいいという答弁ありましたよね。そ

れからそのことも含めて検討されて判断をつ

けるということですね。そしてもしうまくい

かないというのであれば、もうシバザクラに

は見切りをつけていろいろな次の手に入って

いくというふうに理解していいですか。

○委員長（高道洋子君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） 今、田利委員さんか

らお話ありましたように、実際にシバザクラ

で山全体を覆うというようなことで今まで

ずっとフラワー園のところを整備してきたの

ですけれども、管理の仕方だとか、それから

草取りの仕方だとか、そういったものをやっ

ぱりなかなかきちんと、シバザクラをきちん

と生息させるための管理という部分でいくと

どうもそうではなかったような気もしていま

す。状況としては、シバザクラがだんだん少

なくなってきて、まだシバザクラのあるとこ

ろもあれば、もうほとんどシバザクラがなく

なってしまったようなところもあるというよ

うなことで、現地を見るとそういう形になっ

ているというようなものですから、今後また

シバザクラで全体の山をシバザクラでという

ことにするのか、一定のシバザクラの生息の

しやすいというようなところについてはシバ

ザクラで、そのほかのところは例えば違う樹

木を植えたりだとか、今、建設課長も言いま

したけれども、コケのすごく密集していると

ころがあったりだとか、それはそれでそうい

う好きな人には非常にいい部分なんかもあっ

たりとかするのかなというように思っており

まして、お話あったように、シバザクラだけ

でずっと固執をして北側の斜面で、山の斜面

で水が大雨だとかで流れたりだとかいろいろ

なこともあって、条件もあまりよくないとこ

ろもあるわけですので、シバザクラだけであ

そこの山を管理していくということに固執は

しないで、今後どういう形であそこのフラ

ワー園を整備していくのかというところを含

めて、いろいろ検討していきたいなと考えて

いるところであります。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ５番田利委員。

○５番（田利正文君） 上に展望台を新しく

改修してよくなっているのですよね。そして

あれをなくすわけにいかないし、生かしたい

と思うのです。だから、その検討結果が出て

きてどんな公園にするのかということも出て

くると思うのですけれども、なるべく金をか

けないでツツジなり桜なりモミジ植えるなり

ライラック植えるなりということもあるで

しょうし、あるいはやるのであれば本当に町

民の方に参加してもらうような植樹祭なども

やりながらでも植えるだとかというようなこ

とも含めて、いろいろ検討していただきたい

と。そしてあの展望台を生かせるような公園

にしてほしいなというふうに思いをちょっと

述べておきたいと思います。よろしくお願い

します。

○委員長（高道洋子君） 答弁はいいです

か。

あと、公園管理費、ほかにありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 休憩をしたいと思

います。

１１時１０分まで、よろしくお願いしま
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す。

午前１０時５７分 休憩

午前１１時１１分 再開

○委員長（高道洋子君） 休憩を閉じ、委員

会を再開いたします。

○委員長（高道洋子君） １７８ページ、４

目公園事業費から始めます。

質疑ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目中心市街地活

性化推進費、ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １８０ページ、第

５項住宅費の１目住宅管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目住宅建設費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １８４ページ、第

９款消防費に入ります。

第１項１目消防費。

６番熊澤委員。

○６番（熊澤芳潔君） ここで大きく減額予

算になっているのですけれども、この減額の

内容ですか、お聞きしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 消防課長、答弁。

○消防課長（大竹口孝幸君） 減額の理由な

のですが、昨年水槽つき消防ポンプ自動車が

計上されておりました。それ５,５００万円

程度となります。その減額分となります。

以上です。

○委員長（高道洋子君） いいですか。

ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目水防費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目災害対策費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １９０ページ、第

１０款教育費に入ります。

第１項教育総務費の１目教育委員会費、な

いですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目事務局費。

９番高橋委員。

○９番（髙橋秀樹君） まずは説明資料でい

くと９０ページですね。

足寄町学習塾管理運営費、先日二川議員さ

んのほうから一般質問が出ておりました。そ

の中で、公設民営塾の件についていろいろと

お話を頂き、ある程度理解はしたつもりでご

ざいます。

その中で、今回５年にわたり指定管理の契

約をしていくという契約を打ち、それで形を

取っていると思います。その中において、塾

の施設、非常に手狭になっているのではない

かというイメージを受けたのですけれども、

その辺についてどのように町としてはお考え

になっているのか、まずお伺いをいたしたい

と思います。

○委員長（高道洋子君） 答弁、教育次長。

○教育次長（沼田 聡君） お答えをいたし

ます。

当初は定員８０名ということで第１期がス

タートしましたけれども、今回指定管理の分

では第３期ということになりますが、第２期

から定員が１２０名ということにしておりま

す。

塾に通っている生徒というのは定員に大体

マックス近く１１７から１１８人ということ

で、人数が多くなった時点で休憩スペースと

いうか、自動販売機だとかいろいろ置いてい

るところも勉強のブースとして活用していた

だいております。

塾長のほうからの話では、そういう工夫も

しながら今のキャパで取りあえずは大丈夫だ

と。これがもし１２０人が仮に１４０人だと

かということになれば、今のキャパではもう

収まり切らないというふうに思っております

ので、基本的にはもう１２０名定員でいく分

では今のキャパで、十分ではないですけれど

も狭いですけれども、何とか増築ですとかし

ないで対応できるというふうに聞いておりま

す。

以上です。
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○委員長（高道洋子君） ９番髙橋委員。

○９番（髙橋秀樹君） 今のお話であれば、

ほぼほぼマックスのところで動いているとい

うお話。これ今後、今回も高校生の入学が６

４名、３名ですか、そのように確定されたと

いうお話を伺っております。そうすると、こ

れマックスを明らかに超えてくる可能性があ

るというふうに考えたほうが、私はよろしい

のではないのかなというふうに思っていま

す。といったときに、これ指定管理で５年間

という形で長期契約を結んでいかれた中で、

いろいろ、今回多くの方が大学のほうに行か

れるというお話も伺っています。この塾の足

寄町の重要性というかな、そういうのを鑑み

ていきますと、もうそろそろ増築ということ

も念頭に置かなければいけないのではないか

と、そのように考えているのですが、その辺

のお考えをお聞かせ願いたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） 増築というお話でご

ざいますけれども、確かに今お話ありました

ように、ほとんど定員をいっぱいいっぱいの

ところまで来ているのかなというところであ

ります。今回入学者６３名ですか、というこ

とになります。今回卒業された方５８名とい

うことで、その差でいけば５人ぐらいという

ことなので、そう大きく変わらないのかなと

は思いますけれども、今後でいくと、この後

どう推移していくのかというのはなかなか分

からないところであります。

当然、足寄高校の振興策を一生懸命頑張っ

て今やっていますので、そういったことを考

えると、これからも高校生が増えていくとい

う可能性は当然あるのかなというように、子

供さんが少なくなってきているけれども、入

学される方増えてくる可能性というのは確か

にあるのかなというようには思っています。

やっぱり足寄町の足寄高校の魅力の一つと

して、多分大きな魅力の一つになるのだろう

と思いますけれども学習塾があってそこに、

足寄高校に行けば学習塾に通えるということ

があるのかなというように思っておりますの

で、そこの部分はやはりこれからも必要に

なってくる、そして希望者が増えてくるとい

うことでは当然想定されるというところであ

ります。

そういう状況ではありますけれども、今す

ぐ、そうしたら増築だとかそういったことを

考えなければならないのかということでいき

ますと、そこまでは今の段階ではなっていな

いのかなというように考えています。

今後、そういうこれからも高校生が増えて

入塾する方たちが増えてということが想定さ

れて、これからもどんどん増えていくのだよ

というような、そういうことになればそうい

うことも検討していかなければならないのか

なというように思っておりますけれども、当

面のところは現状の中で狭いながらもいろい

ろとやりくりをしていただきながら、塾を運

営していただくということになるのかなとい

うように思っております。

今後も足寄高校生が増えて、そして学習を

していく、そして学校生活を楽しく過ごして

いけるという、そういう環境づくりには、い

ずれにしても今後もまた力を入れていかなけ

ればならない部分だというように思っており

ますので、御理解いただければというように

思います。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ９番髙橋委員。

○９番（髙橋秀樹君） 今町長おっしゃられ

たように、足寄高校の問題というのは非常に

大きいと私は考えております。その中で、こ

の足寄塾ということができて、国公立大学に

多くの学生たちが入学を果たしていっている

というのが、これまさしく現実であると。こ

れは今後も多分続くであろうと私は考えてお

ります。

その中でやはり、前回二川さんの質問の中

で御答弁あったように、いろいろなやりくり

をしながら、例えば週３回だとか、だけれど

も、やはり国公立を目指す子たちは週５行か

なければと思っている方々もいらっしゃる可

能性もあるのだと。その中で、やはりそうい
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うところの子供たちにそのやりくりをさせた

中で進めるということではなくて、やはりき

ちんとした教育環境を整えてあげるのも私た

ちの責務であろうというふうに考えておりま

す。

その中でやはり、今の現状であればやはり

誰かが我慢している可能性がある。１年生も

しくは２年生、そういう中で、そうではなく

てやはり皆さんがきっちりと自分たちの思う

ような勉強のスタイルができるような形を、

環境を整えてあげるということも私は必要で

はないのかなというふうに考えております。

そういうふうになったときに、その人数が

今現状でマックスのところで走っていると、

経営している側としては恐らく、今で大丈夫

ですという回答は出てくるのであろうと思う

のです。しっかりとその辺は、場所を提供し

ている側が彼らの意向なりをもっと酌んであ

げるべきなのかなと思う部分があります。で

すから、しっかりその辺は酌んであげて、方

向性をつけてあげる、スペースを広げてあげ

るということは、私は非常に重要だと思って

います。そういうことをしっかりと、再度見

直していかなければいけない。行政のやると

いうのは、では人数が増えたから来月建てま

すというふうなわけにはいかないわけですよ

ね。やはり計画の下、こういうふうだからこ

のような形でといっても、例えば今からやっ

たとしても増築されるまでには１年、２年確

実にかかっていくということになる。しかし

今現状としてはもうマックスな状態で、ここ

から、ではやろうといっても多分１年後、２

年後の話になってしまう。ではなくて、もう

ここに来て早急にやらなければいけないこと

なのであろうというふうに感じているのです

けれども、その辺町長どのようにお考えか、

再度お伺いをいたします。

○委員長（高道洋子君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） 確かにマックスに近

いぐらいの定数となっているという状況であ

りますけれども、そのあたり現状では確かに

狭いけれども何とか間に合っていますよとい

うところでありますので、そのあたりは塾と

塾長ですとか、それから教育委員会だとか、

十分に打合せをしながら、ただ今後どのぐら

いの生徒が今度また足寄高校に来るかという

のは、なかなかこれまた想定できない部分も

ありますので、確かに大きなものをつくると

いうのが本当はいいのかもしれませんけれど

も、しかしやはり適正な規模というものも

やっぱりありますので、そういったところ

やっぱりきちんと先を少しずつでも、なかな

か見通せない部分ありますけれども、なるべ

く先を見通しながらそういったことを進めて

いくと、そのあたりは教育委員会とまた塾

と、当然建てるとかという話になると町も含

めてなのですけれども、協議をしながら進め

ていきたいなというように思っています。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ９番髙橋委員。

○９番（髙橋秀樹君） 考え方としては、建

てる方向だけではなくて、現状余っている町

の施設の中でもできるのかなと、ちょっと甘

い考えを持っていたりもするのですよね。そ

ういうことも含めた中で、いろいろと検討を

なされていくことが重要ではないのかなと。

これ、二川議員さんもおっしゃられていたよ

うに、中学生だとか小学生も実をいうと入学

をしたいよという意向のある親御さんたちが

いらっしゃる。そういうことも鑑みた中でい

ろいろな政策のほうを打っていただいたほう

が私はよろしいのかなというふうに考えてお

ります。建てるとしても、大きなもの建てろ

と私も考えているわけではなくて、例えば１

教室分あれば十分いろいろなことができるの

であろうと思っています。だから安価なとこ

ろでどういうものが建てられるのか、もしく

は足寄町の余っている施設の中で、そこを活

用できないかということの検討というのはな

されたことはあるかどうかお伺いいたしま

す。

○委員長（高道洋子君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） 町の施設の中で余っ

ているところを使ってはどうかというような
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ことについては検討はしてございません。

やはり塾の、あそこの塾、個別指導だとか

そういったこともありますので、なかなか場

所を離れてだとかということになると、なか

なか難しい部分もあるのかなというように

思っています。Ｗｉ－Ｆｉの環境だとかいろ

いろな部分あれば、タブレット使ってだとか

という授業はできるのかもしれませんけれど

も、やはり先生がそこにいて分からないとこ

ろはそこで聞けるだとか、そういうこと、そ

ういう環境をやっぱりきちんとつくっていく

といった部分では、あまり離れた場所でやる

というのはなかなか難しいのかなというよう

に思っています。また、当然大きなものを大

きな建物を、あそこに代わる大きな建物をつ

くるだとかということも当然のことながらで

きないと思いますし、あそこの今の施設の中

でいかに効率よくできるのか、もしくは効率

よくやった上で、さらにその施設ではちょっ

と手狭で難しいよというようなことになって

くれば、そのあたりも当然塾の運営などにも

関わってくる部分がいっぱいありますので、

塾の方たちとも十分協議をしながら進めてい

かなければならない話なのかなというように

思っているところであります。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

事務局費、ほかにありませんか。

１０番二川委員。

○１０番（二川 靖君） 今の事務局費の中

で、１９３ページ、委託料から負担金、補助

及び交付金ということで、説明でいえば９０

から９４ページになっているのですけれど

も、実は高校の、ちょっと私単純な話なので

すけれども探せなかったのですけれども、給

食費というのはどこのところに入っているの

か。そして、給食費含めた足寄高校への補助

金だとか、そういったことが総額幾らぐらい

になるのかちょっとお聞かせ願いたいなと思

います。

○委員長（高道洋子君） 教育次長、答弁。

○教育次長（沼田 聡君） お答えをいたし

ます。

あくまでも高校生限定のお話だと思うので

すが、歳出の部分については特にありませ

ん。賄い材料の中に一括しております。歳入

のほうにつきましては、また今歳出なのです

けれども、歳入のほうに高校生分の負担金と

いうものを含めております。金額的に申しま

すと、７２１万１,０００円ということで、

予算計上ベースですけれども、１、２年生が

１３０人、３年生が４８人ということで計上

しております。

以上です。

○委員長（高道洋子君） １０番二川委員。

○１０番（二川 靖君） そうしたら、今の

給食費プラスある程度の委託料だとか、補助

金だとかと足せば分かるということで、は

い、了解しました。

○委員長（高道洋子君） いいですか。

ほかに、事務局費ありませんか。

９番髙橋委員。

○９番（髙橋秀樹君） 足寄町高校生の海外

研修派遣事業、ページ数は予算説明書９２

ページですね。

昨年コロナの影響で１学年が１年生行けな

かったと。今年一応新１年生と２年生が行く

予定になっていると。このコロナ禍におい

て、非常に厳しい状況なのかなというふうに

私は考えているですけれども、行政のほうと

してどのようにお考えになっているのかお伺

いをまずいたします。

○委員長（高道洋子君） 教育長、答弁。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答え

いたします。

御案内のように、今年度高校生が楽しみに

していた海外の派遣がコロナ禍の中で中止に

なったと。したがって、高校生にとって海外

派遣というのは足高を選択する大きな動機づ

けになっているのですよね。それで、友好協

会ともいろいろ調整を図りながら２学年は可

能ですよということなので、高校さんとも調

整を図りながら期日を２回に分けて実施する

という、そういうことで計画は組みました。
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いかんせん、だけれども、コロナの収束状況

が変異株も出たりして思ったように、終わり

の終息ではなくて収まるのほうですけれど

も、そういう状況下にないということなの

で、まずは子供たちの行事ですから、教育委

員会としても一番のプライオリティーはやっ

ぱり子供たちの安全・安心ということですか

ら、このような状況下になると非常にやっぱ

り厳しい部分も出てくるのかなと。最終的に

は高校さんとも連携調整を図りますけれど

も、無理強いするという形ではないなと私自

身は思っていますので、今の状況ではそうい

うことで計画に沿ってやっていくというふう

に言わざるを得ないのかなと思っていますの

で、その辺のちょっとかなりいずい部分あり

ますけれども、どうか忖度していただければ

なと思っております。

以上です。

○委員長（高道洋子君） ９番髙橋委員。

○９番（髙橋秀樹君） 十分おっしゃってい

ることは御理解いたします。

しかし、本当に子供たちは期待しているの

だろうなと、だから本当にこのコロナは本当

に厄介だなというふうな印象を持っておりま

す。

これ現実として、今年度も海外派遣研修が

できないということになったときに、来年度

は３学年で行くという選択肢もあるというこ

との認識でよろしいのか、その辺はどのよう

にお考えになっているのかお伺いいたしま

す。

○委員長（高道洋子君） 答弁、教育次長。

○教育次長（沼田 聡君） 先ほど教育長の

ほうから令和３年度の話出ましたけれども、

取りあえずその判断については旅行代理店の

キャンセル料が発生しない５月までなのかな

というふうに思っております。

そして、今のお話は次年度の関係ですけれ

ども、一回やっぱりリセットした上で当然高

校、学校側がどのように考えているのか、そ

してカナダの受入れ先のほうがホームステイ

の関係もございますので、その受入れが本当

に可能かどうなのかというのも確認という

か、協議をしなければならないのかなという

ふうに思っていますので、また再度リセット

した中で協議を進めていきたいなというふう

に思っています。ただ、現状として意外と３

年生というのは受験も控えてきて、非常に

ちょっと難しいのかなというのは私の中でち

らっと思っておりますけれども、そういう答

弁でよろしくお願いしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） ９番髙橋委員。

○９番（髙橋秀樹君） 次年度というかな、

令和３年度でいったら、これ２学年ですよ

ね。２学年の中で、もしこれが現実的に行け

るというふうになったとしたとしても、これ

受入れ先の問題というのは非常に大きいかな

というふうに僕も考えているのですね。次次

年度になったら３学年となったら、またこれ

もう大変どころの話ではないなというふうに

認識をします。その中でやはり、だけれど

も、ホームステイをなくした中で、例えばい

ろいろな各所を観光ではないのでしょうけれ

ども、一応交流は取ってもらってホームステ

イのところに固執するのではなくて、そうい

ういろいろなことも考えていくべきなのかな

というふうに考えているのですけれども、そ

の辺の考え方というのは御検討はなされてい

るのでしょうか。

○委員長（高道洋子君） 教育長、答弁。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答え

いたしたいと思います。

まずもって、このカナダの派遣というのは

大別すると二つの面があると私は捉えていま

す。一つは、先ほども言ったように、足寄高

校選択の大きな動機づけ、もう一つは国際理

解教育の現地での研修と、そう思っていま

す。

一方、ホームステイについてはやはり日本

と外国というのは大きな捉え方の違いがある

のですね。日本はちょっとかなり厚遇する、

しなければならないみたいなのですけれど

も、あっちのほうは自然体の形の中で普通の

生活の形の中でという、そういうちょっとし
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た捉え方の違いがあるのですけれども、どち

らにしましても、このカナダの研修というの

はホームステイが大きな目的に資していると

いう形になるのですよね。そういう中で、こ

のコロナ禍ですから、一つの方法として例え

ばホームステイをしないでホテルに泊まると

いうことも選択の大きな一つになるとは思い

ます。一方、足寄町は人口６,７００ぐら

い、現在７００ぐらいですか。ウェタスキ

ウィン市は１万２,０００人くらいなのです

よね。したがって普通に考えたらそんなに１

年間に延べ人数で１２０人ぐらいなのです

か、大丈夫なのかなと思うのですけれども、

向こうの友好協会のほうではウエルカム、

オーケーという話なのですね。ただ、今非常

に大きなネックになっているのが、アレル

ギーの問題なのですよ。食べ物だけではなく

て、例えば動物のアレルギー、事前に詳細に

高校のほうで調査をして、そしてうちのほう

を通して向こうとやり取りするのですけれど

も、向こうにするとこのアレルギーに対し

て、特に動物や何かに対しても非常に日本か

ら見ると、センシティブでないというか、ア

バウトなのですよね。なぜそこまでみたいな

感じがあるのですよ。したがって、一回子供

たちの現地でホームステイ先のそういう組合

せにしても、それによって変えるなどという

こともある。それが実は非常に大変なのです

よね。大変なのですよね。そんな問題もある

のですが、いずれにしましても、髙橋議員仰

せのとおり、そういう状況になったならば安

全確保を最優先にしながら、そういうホーム

ステイでなくてホテルでのステイということ

も視野に入れながら、高校さんとも協議を進

めていかなければならないなというふうに

思っておりますので、御理解のほどよろしく

お願いいたします。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

事務局費、ほかにありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目生涯学習研究

所費、ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目スクールバス

管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目国際交流推進

費。

９番髙橋委員。

○９番（髙橋秀樹君） 国際交流推進費、国

際交流推進事業で１,１２２万８,０００円、

今現状、国際交流員１名になっていると思い

ます。ジャスミンですよね。今彼女に負担が

非常に大きくなっているのかなというふう

に、コロナ禍なので仕方ない部分はあると。

ミッチェルの代わりが来ていない。その辺今

現状、コロナ禍ですから、どういうような次

の方が来られる予定になっているのかお聞か

せを願います。

○委員長（高道洋子君） 教育長、答弁。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答え

いたします。

ミッチェル国際交流員に代わって次の国際

交流員なのですけれども、一応友好協会のほ

うと調整を図っているのですけれども、コロ

ナ禍ということでなかなか人材がいないとい

うことなのですね。今回、帰国したミッチェ

ルも、あるいはその前のハンナさんも非常に

現地で友好協会にあっていろいろな情宣活動

というのですかね、宣伝活動をしてくれてい

るのですよね。今のところちょっと皆目見当

がないと。

一方では、国際交流というのは、これは御

案内のとおりグローバル化に伴うある種英語

ツールにして国家戦略ですよね。そういうこ

とで英語教育の充実が図られているのです

が、今はもう本当に３年生から英語のアク

ティビティがあって、そして５、６年生が教

科になっていると。加えて中学生も週４時間

の英語の時間ということですから、そういう

ことで２人体制で非常に学校とも連携がス

ムーズに取れて、国際交流員も非常にやり勝

手がいいという話は私も知っています。先生

方も大変喜んでいます。ちょっと今となって
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は信じられないくらい当初から見たら、本当

にリーチングプランがお互いに今のこの文明

の利器を通しながら相互にインタラクティブ

しているという、そういう状況下になってい

るのですよね。

今現実に１人ですから、今まで２人やった

のを１人に全部押しつけると、これはどう考

えたって物理的にも時間的にもできないの

で、もともとは１人体制だったわけですの

で、その分そうしたらどこにひずみが行って

いるのかといったらやっぱり一つは学校教育

ですよね。今まで行けた対応していた時間的

な部分なども含めて、回数も含めて、それが

やっぱり延べで半分になってしまうと。総じ

て、その分どうしても１人の場合はひずみと

いうのは保育所というのですか、幼稚園です

か、そっちのほうにちょっと今かかっている

という。教育委員会としても一刻も早く２人

体制にするようにいろいろな形で水面下で調

整を図っていきたいと思っていますけれど

も、いかんせんこの状況ですから何とも今の

ところ言えないということなので、その辺を

御理解願えればなと思っております。

以上です。

○委員長（高道洋子君） ９番髙橋委員。

○９番（髙橋秀樹君） コロナ禍なので致し

方ない部分もあるのですけれども、なるべく

頑張っていただきたいなと、そのように思っ

ています。

今回国際交流のミッチェルは帰国なされた

のが２月の後半ですよね。その期間というの

かな、４月ぐらいまで延びてもらえないのか

なとかと思ったり、その期間というのはどの

ような形で決定されているのかがちょっと全

く見えないのですよね。その辺というのはど

ういうような形でその期間というのを決めら

れているのですか。

○委員長（高道洋子君） 教育次長、答弁。

○教育次長（沼田 聡君） お答えをいたし

ます。

ミッチェルの場合についてですけれども、

２月というのは３月に着任をして、そして基

本的には１年ということで、それで２月が

ちょうど離任というか、勤務を終えるという

形になります。

中には１年でいろいろな理由であって帰ら

れる人いますけれども、教育委員会としては

基本的には２年いていただきたいということ

で、本人のほうにも確認を取ってミッチェル

氏も２年いていただいたと。

恐らく今お話ししたいのは、その２年の２

月ではなくてこういう状況だから、３月、４

月、５月ぐらい、本人に言ってちょっと延長

できないかというお話だと思うのですが、基

本的にはビザの関係もあるのかもしれません

が、本人自身がもうこの時点で帰って自分

で、戻ってどういうふうに将来を見通すかと

いうのはもう当然お話があったので、本当は

もう教育長のほうも国際交流の中でミッチェ

ルの役割はすごく高い評価をしているところ

で、本当でいけばもう１年いてほしいところ

なのですけれども、やっぱり本人の意向やっ

ぱり最優先にしなければいけないということ

で、私たちもちょっと涙を流しながら彼を送

り出したというところでございます。

以上です。

○委員長（高道洋子君） ９番髙橋委員。

○９番（髙橋秀樹君） 非常によく分かりま

す。

私が言いたいのは、そこももちろんあるの

ですけれども、学校教育は日本の場合は４月

から３月３１日という、その中の区切りの中

で動いて、途中のところで国際交流の方が抜

けてしまわれると、そこの１か月、２か月の

ところの学生のところはやっぱりちょっと手

狭になってしまうという考え方があるのかな

と、ちょっと思ったりする。

海外の場合だったら９月が入学式だとかと

いう、いろいろなギャップ、日本と考え方が

違うところのギャップとかいろいろなものが

あると思うので、そういうところを埋め合わ

せるためにもうちょっと、例えば１年なら１

年ではなくて、１年３か月ですとか、そうい

うのはちょっと、１年４か月だとか、１年半
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だとかという、契約に関してはもっと柔軟に

こちら側から提示、対応していくということ

もできるのかなと思ってその質問をさせてい

ただいているのですけれども、その辺はどの

ようにお考えなのかお聞かせください。

○委員長（高道洋子君） 教育次長、答弁。

○教育次長（沼田 聡君） 今議員仰せのと

おり、向こうのほうでは９月という形になろ

うかと思います。それで、２名体制にすると

きに、同じ同時期にいなくなるというか、そ

こはやっぱり避けたいなということで、１人

は当然９月ぐらいで、１人はその６か月後の

２月、３月ということで、同時にいない状態

をなくして少なからず新しい人が来ます。今

までいる人が１年ちょっといて、そこでうま

くローテーションを回すというような形で、

だから同時にもし万が一２年たった人がもう

帰ります。そして、１年しかたってないけれ

ども、私も事情あって帰ります。そういうこ

とも避ける意味合いでちょっと６か月ずらし

た形の採用ということで考えております。

ただ今回はコロナの関係で、先ほども言い

ましたけれども、教育長から話もありました

が、コロナの関係でちょっと応募をしたので

すけれども、なかなか集まってこないと。当

然、以前はやっぱり足寄に行きたいという方

がいて応募がかなり９名から１０名ぐらいい

たというのと、今の状況ちょっと違うという

ところなのでしょうけれども、やっぱりなる

べく早く友好協会のほうとも詰めながら、そ

ういう方がいればプッシュをしたいなという

ふうには思っていますが、今のところ厳しい

のはやっぱり厳しいのかなというふうに思っ

ています。

以上です。

○委員長（高道洋子君） ９番髙橋委員。

○９番（髙橋秀樹君） ということは、基本

的には契約期間というのは１年というところ

にこだわらずに、１年３か月とかというとこ

ろでも切ることは行政としては可能だという

ふうな認識でよろしいと。

○委員長（高道洋子君） 教育次長。

○教育次長（沼田 聡君） お答えします。

今のお話については可能でございます。

以上です。

○委員長（高道洋子君） よろしいでしょう

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １９８ページ、第

２項小学校費の１目学校管理費、どうでしょ

うか、ないですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２０２ページ、２

目学校教育費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目学校建設費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項中学校費の

１目学校管理費、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２０８ページ、２

目学校教育費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２１０ページ、第

４項社会教育費の１目生涯学習費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目文化財費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目文化・スポー

ツ振興基金費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目博物館運営

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目生涯学習館

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６目社会教育事業

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ７目図書館費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２２０ページ、第

５項保健体育費の１目保健体育総務費。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目総合体育館運

営費、なしですか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２２６ページ、３

目温水プール運営費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目学校保健費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目学校給食費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６目給食車管理

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２３４ページ、第

１１款災害復旧費に入ります。

第１項公共土木施設災害復旧費の１目河川

災害復旧費、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第１２款公債費に

入ります。

第１項公債費の１目元金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目利子。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第１３款職員費に

入ります。

第１項１目職員給与費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第１４款予備費、

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳出総括ありませ

んか。

１１番木村委員。

○１１番（木村明雄君） これは昨年、十勝

農業生産については史上２番目の豊作で３,

５００億円の高収益を上げたといわれており

ます。しかしながら、我が町足寄町は不作に

見舞われました。昨日、井脇議員のほうから

も質問がありましたが、昨年の暮れは残念な

がらコロナ対策費として各農業者に１億１,

５００万円もの補塡をしたわけであります

が、足寄町は管内総体から見ると、いかに収

益が低いか、この差は何なのか、原因はどこ

にあるのか、その辺について分かる範囲で経

済課長にお尋ねをいたします。

○委員長（高道洋子君） 経済課長、分かる

範囲でお願いします。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

大変大きな質問かと思っております。

私なりの考えを述べさせてもらいたいの

と、あとはこの間農協とも打合せした内容も

含めてお話しさせていただきたいなと思って

おります。

まずは木村議員仰せのとおり、昨年１２月

補正でコロナに伴う影響を受けた農協に１億

１,５００万円支援いたしました。その背景

にはちょっと長々言ってもしようがないので

すけれども、やはり農協からコロナによる畑

作、酪農、畜産、影響額というか減収、これ

がほぼ４億円ほどあったよという報告を受け

て、それで町のほうもいわゆる一次産業であ

ります農業、これがやっぱり打撃を被ると困

るということも含めて支援することになりま

した。実際問題、本当にこの支援によって、

交付された生産者、何人かの声を聞いたとこ

ろ、大変ありがたかったという声も聞いてい

るし、明日につながるというか、来年につな

がる農業経営の支援にもつながっているよと

いう声も聞いております。

一方、農協の令和２年度の農業生産額とい

うことに対しては、確かに減額しておりま

す。ちょっと参考までなのですけれども、農

協からの資料を頂いたところ、先ほど言った

議員仰せのとおり、昨年はやはり令和元年度

は農業生産額については９０億円近く、９０

億円ちょっとありました。令和２年度につい

ては約８７億円というふうなことで聞いてお

ります。これはあくまでも農業協同組合の農

業生産額という形でお聞きしております。

一方、そうしたら令和３年はどうだったの

ということでいくと、これがやっぱり冷湿害
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だとかそういったことがあってちょっと減額

しております。一定程度の規模はある程度、

一生懸命頑張った農業生産者のおかげである

程度の生産額は確保されたのではないかとい

うふうに思っています。

これをもって、今後どうしていくかという

ことも含めて農協のほうの話の中でいくと、

畑作農家についてはやはり土づくりというの

がやっぱり大事ではないかと。これを基本と

してやっていく部分も含めてやることによっ

て、やはり地力を上げる、生産性が上がる、

販売生産量も増えると、こういう形の中の仕

組みだとか、一方あまり触れたくないのです

けれども、バイオガスプラントの消化液の利

用だとか、いろいろと今後活用できるものも

あるのではないかと。その中でやっぱりうま

く循環していくような農業生産額を上げてい

く、それに伴って土づくりにもつながってい

くと。そういう形の中で今後将来に向けて、

農協もその辺力を入れながら生産性を上げて

いきたいというふうな話も聞いております。

木村議員の質問の部分で答えられたかどう

かはちょっと僕もちょっと疑問残っているの

ですけれども、一番答えられる部分としては

これで理解していただきたいなということ

で、大変申し訳ないのですけれども、答弁に

代えさせていただきます。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ここで、ちょうど

１２時になろうとしておりますので、休憩に

したいと思います。

１時からまた再開を、よろしくお願いした

いと思います。

午後１２時００分 休憩

午後 １時００分 再開

○委員長（高道洋子君） 休憩を閉じ、委員

会を再開いたします。

歳出総括でございますが、木村委員よりの

再質問から始めます。

１１番木村委員。

○１１番（木村明雄君） それでは、次の質

問をいたします。

まず農業の基本は昔から畑には土づくりだ

と、それからまた堆肥を入れること、水はけ

をよくすることと言われてきましたが、これ

が昨年は足寄町の一番弱いところがもろに出

てきてしまったのではないかと、私は思うわ

けであります。

農業者であれば誰しもが分かっていること

で、堆肥を入れること、それからまた明暗渠

を入れることはまず農業者はそれを金に換え

て計算をするということを考えると、やはり

経費がかさむということで手っ取り早く化学

肥料で補ってしまうということが昨年のこの

足寄農業だったのではないのかなと。これは

私も反省した形の中で考えてみると、そんな

ような感じがするわけであります。

低温が続き、そしてまた雨が少し多いと、

そういうときは作物の育ちも悪く、根も腐っ

てしまうというようなことがあります。そこ

で、この堆肥を散布する事業があるのかどう

なのかということが一つ、それから明暗渠に

ついて、これがどのぐらい進んでいるのか。

順調に進んでいるのかどうなのか、その辺に

ついてお伺いをいたします。

○委員長（高道洋子君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

まず土づくりでいえば堆肥散布、重要だと

いうことに伴う補助制度があるかどうかとい

うことなのですけれども、全てではないので

すけれども、歳出の農業費の中で、１４９

ページになるのですけれども、環境保全型農

業直接支払交付金、いわゆる先ほど言った化

学肥料の５割減肥、これにつながるものとし

ては堆肥の導入というのが一部あります。そ

れが全部かといえばそうではないのですけれ

ども、直接堆肥散布に伴う補助金というのは

自分の今の思っている中ではないのではない

かと思っております。ですから、いわゆるも

しか活用するのであれば、この環境保全型農

業直接支払交付金、これいわゆる畑作農家は

主にこれを利用しております。これと同じよ

うな種類でいけば、カバークロップというか
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な、緑肥、これと今は堆肥利用ということに

対して一部助成をしております。

あと、要は暗渠排水ですか、要は圃場整備

の暗渠排水の整備率ということでいけば、

ちょっと手元には正直ありません。かなりの

スピードというか、これは歴史が物すごく古

くなるので、正直言って第３世代というか、

もう３から４世代ぐらいの事業展開しており

ます。そうすると、ある程度の５０％事業ま

だ行っているかどうかなのですけれども、そ

のぐらいの整備率になっているのではないか

なと思います。ただし、今ここに出ている中

でいけば、予算の中に１４３ページ、道営足

寄地区農地整備、これがいわゆる今まで畑総

事業というものです。これについて今現在全

体面積３６０ヘクタールだったかな、その面

積を今整備する計画で進んでおります。今、

事業着手して、平成３０年に着手して実質工

事がスタートしているのは令和元年からとい

うことで、これも計画でいけば令和４年ぐら

いまでに事業完了する計画で進んでおります

けれども、着々と生産者の意向を聞きながら

暗渠排水と、あとは今、暗渠排水とある程度

似たような形で畑の凸凹ありますよね、基面

整備というのですけれども、その基面整備を

兼ねてコストをある程度下げながらできるも

のはそこで対応しようというような流れに

なっていると思います。

そういう中で、実際問題暗渠排水は足寄町

は遅れているというふうな話で聞いているの

ですけれども、やはり全てできる圃場となる

とやっぱり限られてくるのかなと。やっぱり

落ち口が取れないだとか、いろいろな条件が

出てくる部分もありますので、それ以外の部

分についてはある程度整備が行っているので

はないかということで考えております。

あと、この事業が、この足寄地区の事業が

整備終わったら、その後またしないのかとい

うことになると、またいろいろとあるので、

一応うちのほうの北海道と協議しながら進め

ている管理計画というのが５年間５年間とい

うスパンでもって見直しをしていっていま

す。その中で、これもまた農協とも連携しな

がら必要な時期に必要な対策を打っていこう

かなというふうに考えておりますので、御理

解願いたいと思います。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） １１番木村委員。

○１１番（木村明雄君） 説明を頂きまし

た。

ぜひともこの足腰の強い農業を進めていか

なければ、やがて足寄は先細りをしてしまう

ということを考えているわけなのですよね、

私考えてしまうわけなのだけれども。そこで

今度は農業委員会にお尋ねをいたします。

今までは大変難しいと言われておりまし

た、土地の交換分合、土地の集積ですね。こ

れについてこれを執行することにより、作業

の短縮、燃料の節約、機械の消耗等、それら

を大幅に改善し出費を抑えることができると

私は考えるわけなのですが、この土地交換分

合がどこまで進んでいるのか。また、これの

予定は立てているのかどうなのか、その辺に

ついてちょっとお伺いをしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 農業委員会会長、

答弁。

○農業委員会会長（齋藤陽敬君） お答えい

たします。

今の関係につきましては、昨年の定例会か

何かにも質問されたことあったと思いますけ

れども、いずれにしても足寄の場合の地形を

考えたときには、やはりなかなか長い沢の関

係で非常に集積するという部分に対しては非

常に難しい部分もあります。たとえ集積した

としても、畑自体が小さな枠の中に挟まって

おりますので、そういった意味を考えたとき

に、コスト計算とかいろいろな部分が考えた

ときはもっと幅広い形の中でやっていかなけ

ればなりませんが、交換分合ということにな

るとなかなか難しいのかなという感じを持っ

ています。ただ、交換耕作という部分に対し

てはある程度見えた形の中で、今も現実的に

は進んでいますので、交換分合というのは土

地の交換して使うというわけではなくて、名
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義変更も含めて地役権も含めてそういった部

分の中でやっていくというのはなかなか難し

い環境でありますが、交換耕作という形の中

で進めていくことは可能ではないかという感

じを持っております。

○委員長（高道洋子君） 事務局長、答弁。

○農業委員会事務局長（上田利浩君） 私の

ほうからも一言お話しさせていただきます。

交換分合の件、今会長のほうから述べさせ

てもらったそのとおりなのですけれども、

今、現状どういうことでやっているかという

ところがあるかと思うのですけれども、今、

私ども農業委員会で取り組んでますことでい

いますと、まず例えば今回御説明させていた

だいた人・農地プラン、そういう中で農業者

の方たちが集まったりとか何かしながら、あ

と農業委員も含めまして利用調整をしなが

ら、農地を集積、集約していくという方向

で、これには北海道農業公社が中心となっ

て、そういう事業もありますので、その中で

交換も含めて取り組んでいるところでござい

ます。

どうしても、先ほど会長のほうからもお話

ししたとおり、足寄町はやっぱり中山間地域

ということで、なかなか交換するのにどうし

ても、自分の農地というもののプライドでは

ないですけれども、やっぱり持っていらっ

しゃるのもありますし、どうしてもそれが交

換する上でどうしても同じ条件で交換という

ことにはなかなか難しいということもありま

すので、それを何とか集約していくという意

味では、今、お話ししたような、そういうよ

うな交換というか、農地の集約を農業委員会

のほうでは実施しているところでございま

す。

そういったことで御理解いただければと思

います。どうぞよろしくお願いします。

○委員長（高道洋子君） １１番木村委員。

○１１番（木村明雄君） ただいま説明を頂

きました。

交換分合はちょっと足寄町は難しいのでは

ないかということのわけなのだけれども、会

長のほうから交換耕作なら何とかなるのでは

ないかと、そしてまた今進めているというこ

とで、これはやはりぜひとも進めていただき

たいなと、そんなふうに思うところでござい

ます。

それでは、次の質問をしたいと思います。

この土地の交換分合、交換耕作になるのか

な、この事業、そしてまた、堆肥の散布事

業、それから明暗渠事業、この３つの事業は

農業の基本であると、私は考えるわけです

が、ここでたまたま足寄農業ということも

ちょっとこの頃耳にするようになったわけな

のですけれども、これについて、足寄農業の

将来、それからまた未来に向けて、今が一番

の大切なときだと思うわけなのです。これか

ら足寄農業の明暗を分ける時期でもあるとい

うふうに考えているわけなのですけれども、

ここでちょっと町長にどういう思い、そして

また考えをしておられるのか、ちょっとお伺

いをしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） 足寄の農業を今後ど

うしていくのかというお話でありますけれど

も、今までいろいろお話あったように、足寄

町、中山間地域ということで、決して恵まれ

た地域ではございません。十勝の中央部の

真っ平らな土地で一つの畑が見ても先が見え

ないぐらい先が長いとかというような１枚の

畑が非常に大きいという、そういう畑であれ

ば作業の効率化だとか、いろいろな作物も非

常によく取れるのだろうというふうに思いま

すけれども、足寄町については中山間地域と

いうことで、決してそういうような条件では

ないということであります。しかしながら、

基幹産業として足寄町は農業、林業が主な産

業でありますから、そういった意味では、こ

の農業をしっかりと安心していつまでも続け

ていける、そういう農業にしなければならな

いということだというように思っています。

そのことが足寄町にとっても、この基幹産業

がきちんとしっかりと安定すれば町の安定と

いうのもきちんと図られてくるのだろうとい
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うふうに思っているところであります。

そういった中で、足寄型農業だとかという

ことで、農協さんでも進めていらっしゃいま

すけれども、やはり基本は、農業の基本は

やっぱり先ほどお話もありましたが、土づく

りだというように思っています。そういった

意味で、土づくりをきちんとやっぱりそれぞ

れの農家の方たちが努めていかなければなり

ませんし、またそのことについて町としても

支援ができるものについては支援をしていか

なければならないのかなというように思って

いるところであります。

それから、土づくりとあわせて、それから

やはり後継者、人づくりといいますかね。人

を必要であります。今、農家の方たちもかな

り高齢化してきて、後継者の方がいらっしゃ

らないという農家もいらっしゃって、組合長

とちょっと、新津組合長ともちょっと話しし

ていたときに、この後５年ぐらいたったとき

に本当にどのぐらい農家の人たちが残れるの

かと。一定の年齢が来て、農業の場合、定年

はないので自分が働ける間はきっと働けるの

だろうというように思いますけれども、そう

はいってもいつまでもということにはなりま

せんので、一定の年齢が来るとやっぱりリタ

イヤされる方が出てくるのだろうなというよ

うに思っています。ですから、その５年後ぐ

らいにどのぐらいの方たちが残っていらっ

しゃるのかというところを考えると、やはり

かなり農家の数も減ってくるだろうというよ

うに思うところです。ですが、やはりそう

いった部分では、新規就農者であったり、そ

れから今農家をやっていらっしゃる方の後継

者になっていただけるような方がいれば、そ

ういった方たちの支援だとか、そういったも

のもしていかなければならないのかなという

ように思っています。

それとあと、足寄の畑作でいけば、麦、小

麦、それからビート、そして豆類と。最近は

ちょっとバレイショも少しずつ増えてきてい

ますけれども、主に３作物ぐらいで輪作を

やってきたというような体系がございます。

今、バレイショも入ってきて、洋作物で輪作

体系だとかが取れるようになってくるのかな

というように思いますけれども、そういう輪

作体系をきちんと守ったりだとか、そういっ

た部分にもやはりきちんとやっていかなけれ

ば、生産性というのがやっぱり上がらないの

だろうなというように思っているところであ

ります。

そういった意味でいろいろと、それと４作

物が多いのですけれども、最近でいけば高収

益の作物、野菜だとかいろいろな野菜も少し

ずつ取り組まれているということも聞いてお

りますし、それからイチゴなども施設園芸は

なかなか難しいのかなと、全体ではなかなか

難しいのかなと思いますけれども、そういっ

たものも取り組まれているということであり

ますので、足寄農協が今そういう取組を進め

ていますので、そういう部分で農協などとも

連携をしながら足寄農業の活性化、維持、継

続、活性化といった部分に向けて、町として

も取り組んでいきたいなと考えているところ

であります。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） 木村委員、もうい

いですか。

歳出総括をしておりますが、ほかにありま

すか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） なければ、１０

ページにお戻りください。

歳入に入ります。

項で進めます。

第１款町税の第１項町民税、ありません

か。

９番髙橋委員。

○９番（髙橋秀樹君） 来年度、次年度やは

りコロナの影響で大分町税、個人税、法人税

が減収の見込となっているようですが、この

件に関してどのようなお考えを持っているか

お聞かせをまず願います。

○委員長（高道洋子君） 住民課長、答弁。

○住民課長（佐々木雅宏君） 町民税、法人
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町民税、住民税についてですけれども、昨年

のコロナの影響で事業収入等は落ちているの

だろうなというふうに考えているところでご

ざいます。法人につきましても、飲食店等の

中には法人登録されている事業所もございま

すので、またコロナの影響でなかなか食品あ

るいはいろいろな事業で収益的にかなり落ち

込んでいるという事業所もあろうかというふ

うに考えられますので、減収という部分で町

民税については減というふうになっていると

いうところでございます。

また、農業については、例えば畜産農家は

肉牛免税というのがございますので、所得下

がっても最低限の均等割はかかっているとい

うところで、主として減収の対象になってく

るのは畑作あるいは酪農という部分で税収の

減があるのかなというふうに考えているとこ

ろでございます。

○委員長（高道洋子君） ９番髙橋委員。

○９番（髙橋秀樹君） 減収額としてはそう

でもないような感じを受ける。コロナ禍にお

いて、もっと減収するのかなというイメージ

的なものがあるのですけれども、だけれど

も、現実とすればかなりの大打撃を町民、減

収を受けている方は受けているのであろうと

いうふうに想像し得るわけです。

これに対して、町としていろいろな方策

を、手を打っておりますけれども、具体的な

方策というのはないのだと思います。だけれ

ども、これ多分恐らく次年度もこのコロナの

影響は続くであろうというふうに思われま

す。その中で、どういうように今後行政とし

て、そういう手だてというのはその時々にな

らないと分からないのでしょうけれども、税

収を上げていく方策ではないけれども、そう

いう手だてという部分で何かお考えなりあれ

ばお聞かせを願いたいと考えております。

○委員長（高道洋子君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） 町民税、税収の減収

をどう防いでいくのかということだというよ

うに思いますけれども、なかなかこれだとい

う解決方法というのはないのかなというよう

に思っています。

それぞれこういうコロナ禍のときですの

で、コロナの影響にどう事業がなっていくの

かというところがなかなか見え切れないとい

う部分があるのかなというように思っていま

す。

コロナも完全に収束すれば元の経済活動が

できるようになるのかなと思いますけれど

も、現状でいくと、まだまだ収束というとこ

ろにまで至っていませんし、今ワクチンを接

種するにしても、先日もお話あったように、

いつ本当に接種できるのかだとかというのは

分かりませんし、それも足寄町だけではなく

て日本全体の話ですし、それからもっといけ

ば世界全体が経済的に元の、元には戻らない

かもしれないけれども、コロナの前と同じよ

うに経済活動ができるというところまで行く

には、まだややしばらくかかるのだろうなと

いうように思っています。

リーマンショックのときにもやはり経済が

きちんと戻ってくるまでにはやっぱり何年も

かかっているわけですよね。そうすると、今

回は多分リーマンショックよりももっと大き

い、そういうところですので、なかなか先が

やっぱり見通せないですし、ではいつ頃に

なったらこの経済活動がきちんと、前と同じ

ような、前に近づけるのかだとかといったの

はなかなか見えないというようなところであ

りますので、なかなかこれだという手だては

ありませんけれども、ただ目先目先の部分で

いかに足寄町内で経済的に大変で、例えば事

業がもうできなくなるよ、続けることができ

なくなるよだとか、そういったところを１件

でも少なく、できることだったら今やってい

らっしゃる活動をそのまま、取りあえずは縮

小しても続けていける、そういう支援を引き

続きしていかなければならないというように

考えているところであります。

なかなかこれだという方策ありません。も

しもあれば、いろいろなアイデアあればまた

教えていただきながら、町としても取り組め

るところは取り組んでいきたいなと考えてい
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るところでございます。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ９番髙橋委員。

○９番（髙橋秀樹君） 町長がおっしゃるよ

うに、多分恐らくコロナが収束した段階でも

元の同じような経済に戻っていくというのは

かなり時間がかかる、もしくはかなり厳しい

のであろうなというふうに想像します。

しかし、営業している人たちにとってみれ

ばそれでは困るわけで、みんながやっぱり努

力してやっていかなければいけない。だけれ

ども、コロナで影響を受けている人、もしく

は受けていない人も中にはいらっしゃる。今

現状であれば、僕の個人的な意見を言わさせ

ていただきますと、北海道はステージ今３で

すよね。だけれども、足寄町はステージ２か

な、もしくは１かなぐらいなそういうイメー

ジを持っています。足寄町で普通の経済活動

をしていくところに、やはり皆さんのマイン

ドが、心の問題があるので、皆さん全面的に

もうステージ１だ、ステージ２だというとこ

ろで皆さん本当に出てくれということを言う

のはなかなか厳しいことではある。それも十

分理解をしている。しかし、札幌と足寄を同

じステージに持ってくるのは、私はいかがか

なというふうに思っている部分というのはあ

るのです。やはりそこを主導していくのはあ

る意味役場なのかなという部分もあります。

今４人以上の会食はという暗黙のルールみた

いので皆さん動かされている。これを５人に

してみてはいかがなのだろう、６人にしてみ

たらいかがなのだろうということも、これは

町としてそこまでの会食はオーケーです、も

しくはあとはカラオケはやめてくれだとか、

独自のルールをもうつくっていってもよろし

いのではないのかなというふうに思うのです

けれども、その辺はいかがでしょうか。

○委員長（高道洋子君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） このコロナ対策、ど

うしていくのかといった部分なのだろうとい

うように思っています。なかなか、では独自

で、足寄町独自でどういう足寄町のステージ

はだとかというのはなかなか決め切れない部

分というのはありまして、ずっと申し上げて

ますけれども、感染症対策の部分の主管とい

うのは一番は町ではなくて北海道なわけです

ね。北海道の中で今そういう、新北海道スタ

イルですとか、そういうものを決めています

し、また国では新しい生活様式だとか、そう

いうものを決めながら、今このコロナ禍の中

で生活していく上で、こういうことに気をつ

けてくださいねということを国、道が言って

いるわけですね。そういった部分をやはり町

としてもそれを受け止めながら、それと同じ

ような形で進めていくということになるのか

なというように思っています。

これを例えば今４人の中でだとかという、

４人の中での会食をだとか、マスク会食だと

かという、あとは黙食だとか、いろいろなこ

とが言われておりますけれども、それを足寄

町としてまだそんなに危機感というのか、足

寄町までコロナの感染者だとかそういったも

のが出てないのだからいいのではないのか

と、これは４人を５人にしようだとか６人に

しようだとか、マスク外してもいいのではな

いかだとか、だけれどもカラオケはやめたほ

うがいいよだとか、そういうことが確かに言

えればいいかもしれませんけれども、なかな

かこれはやっぱり難しいところがあって、や

はりコロナは見えませんので、どこで感染す

るかというのは本当に分からないのですよ

ね。そうやって考えていくと、多分十勝管内

そんなにそんなに感染者がいっぱいいて市中

感染だとかするだとか、そんな状況ではない

のだと思うのです。だから帯広行って、例え

ば食事してきて帰ってきたよ、だからといっ

てそんな心配はないのだろうとは思うのです

が、しかしながらやっぱり、では安心してい

いのかなというところも言えないというとこ

ろなのだと思いますね。そこら辺がなかな

か、では足寄ではもっと緩めてもいいのでは

ないの、規制緩めてもいいのではないのとな

かなか言い切れない部分なのだというように

思っています。それは足寄だけに限らず、ど
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この町もきっとそういうことなのだろうなと

いうように思っています。多分ほかの町も、

うちの町ではそんな感染者もいないし大丈夫

だろうなと思っているところいっぱいあるの

だと思うのですね。だけれども、ではうちの

町はマスクしなくてもいいよとはさすがにこ

れはやっぱり言えない話でありますので、そ

ういった部分もあってなかなかそう思いつつ

もなかなかそれを、では皆さんにこうしま

しょうということはなかなか言えない話だな

というふうに思っているところであります。

いろいろな意見ございますけれども、御理

解いただければというように思います。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ９番髙橋委員。

○９番（髙橋秀樹君） 現実としていくと、

こういう田舎で例えば商売を営んでいて、そ

れがもうやめてしまうと、もう経済的にもう

無理だといったときはもう非常に苦しい選択

というかな、それをまた再度その人、コロナ

収まったからまた復活しますというのを許さ

れる環境下にはないというふうに思う。田舎

であればあるがゆえに、新しい人たちがそこ

に入ってくるのかというのは、それもまた許

されないという状態が続くのだというふうに

思う。だから町長がおっしゃるように、今い

る人たちをどのように守っていくかがすごく

重要なのだというふうに私は考えているので

す。それに対して、やはりもちろん商工会も

努力をしていただかなければいけない、それ

に対して行政としてどういう努力ができるか

というところがすごく重要なのだと。だから

やっぱりお互いにいろいろな意見交換をしな

がら、そこのところで事業を進めていく、手

だてを打っていく。しかし、商工会というの

はその人個人の経営だとか、いろいろなもの

を見えるわけではないので、その辺というの

はやはり行政のほうである程度見ていきなが

ら、個人に対して手だてを打てるような方策

を少しでも考えていただけるようなことを考

えていただければいいのかなというふうに

思っています。だから、基本的にはこのコロ

ナで僕は絶対誰一人として脱落者を出したく

ない、経済的な死者を出したくないというふ

うに考えているのです。そのために何をしな

ければいけないかというのは真剣に考えなけ

ればいけないなというふうに思っています。

だから、そういうときにおいてやはり行政の

力というのは非常に僕は大きいのだというふ

うに思っています。だから、そういうときに

町長の一言いろいろな、こういう方向で行こ

うぜというのがあっていただけるとみんなが

よりそっちの方向に向かっていただけるのか

なと。例えば役場の職員みんなで週に３回ぐ

らい行けとか、それちょっと大げさかもしれ

ないけれども、４人でどんどん行ってこい

と、それは町民の人たちは何て思うかも分か

らない。だけれども、そこではない、そこの

人たちを殺すわけにはいかないのだと。だか

ら北海道スタイルを守りながらきっちりとい

ろいろなところに行けという、その表現をし

ていただけるということが僕は大切なのだろ

うなというふうに考えているのですけれど

も、その辺はいかがでしょうか。

○委員長（高道洋子君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） こういう状況の中で

何ができるかというところなのだというよう

に思います。

町としては、なかなか町民の皆さんにこう

しましょうとかというのはなかなか言えない

部分はあるのですが、例えば職員の中だけで

あれば、例えば去年も取り組みましたけれど

も、商品券のそれぞれ議員さんの皆さんにも

協力いただいてみんなでやったというのもあ

りますけれども、そういう取組ですとか、そ

れから今飲食店の支援だとかといった部分で

はそれぞれ課ごとにお弁当を頼んだりだと

か、そういった取組もしているところであり

ます。だから、今やっぱりやれるところで、

どこがやれるのかといったところではそうい

う取組、それからまたなかなかグループでと

いうのはなかなか難しいのですけれども、４

人以下ぐらいで食事に行ったりだとか会食し

たりだとか、そういった部分までは、それ以
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上になるとちょっとやっぱり北海道の取組だ

とかもそういったものもありますのでなかな

か言えませんけれども、その中だとか、最近

はちょっとふだん一緒にいる人の中での会食

だとかということも言われて、だんだん厳し

くはなってきているのですけれども、そうい

う身内だとか、それから本当に近いいつも顔

合わせているグループぐらいの中で会食だと

かというのはされております。そういう今こ

ういうコロナの大変な状況の中で取り組める

ことを、みんなで取り組んでいこうというこ

とになるのかなというように思っているとこ

ろであります。

やはり僕も本当に今足寄のまちの中でお店

屋さんだとかいろいろ事業をやっていらっ

しゃる方、そういう方たちがこのコロナの関

係でやめざるを得ないだとか、そういうこと

にはぜひともしたくないなという思いであり

ます。ただなかなか、ではこういう支援をし

たらいいのかというところ、なかなか難しい

のかなというようにも思っています。

先ほどお話ありましたけれども、やっぱり

それぞれの経営の中身というのはなかなか町

でも分かりません。そういった部分で、なか

なかその人たちが今後どうしていくのか、ど

う進んでいくのかだとかというところはなか

なか難しい、それぞれの個人の判断というの

もありますのでなかなか難しいのかなという

ように思っていますが、いずれにしても今い

る人たちが事業を継続していってもらいた

い、維持していってもらたいというところの

思いは一緒でありますので、商工会さんです

とか、それから金融機関の皆さんだとか、そ

ういった方たちといろいろ話をしながら、今

本当にどこに支援が必要なのかといったとこ

ろをきちんと確かめながら、支援をしていき

たいなと考えているところであります。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

ほかにございませんか。第１項町民税。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） なければ、いいで

すか。

第２項固定資産税。

８番川上議員。

○８番（川上修一君） 固定資産税の関係な

のですけれども、前年と比べて４,３００万

円増の計画となっております。これ１割の

アップはこれはすごいなとちょっと自分も驚

いているのですけれども、まずこのアップし

た内訳を詳しく教えてください。

○委員長（高道洋子君） 住民課長、答弁。

○住民課長（佐々木雅宏君） ちょっと資料

が今探しているのですけれども、一応記憶を

頼りに答弁させていただきますと、固定資産

税というのは土地、住宅、家屋、そして償却

資産に対して課税されるものでございます。

土地、家屋については、それほど大きな変動

はなかったところでございます。

予算説明資料の５ページをちょっと御覧い

ただきたいと思うのですけれども、その中段

ほどに固定資産税というところで資料が載っ

てございます。

土地、家屋については、若干下がっている

という部分はございますけれども、償却資産

の部分で１２０％、２０％増しという部分で

ございます。あるいは、その償却資産でも知

事配分でしたか大臣配分とかいう大規模施設

に対する償却資産については、大きな変動は

携帯電話の基地局ですとか、そういったもの

が増設されれば増えてくることになります

し、農協でもバイオガスプラントとか大きな

プラントをつくった部分で一部減免はされて

いますけれども、そういったものもこういっ

た償却資産の中に含まれていると。

ただ、町全体最近見てみますと、いろいろ

な空き地に太陽光パネルがどんどん建って

いっているというのをお気づきにならないで

しょうか。例えば去年であれば、大誉地の市

街の反対側の山の斜面にかなり大きな太陽光

パネル設置されています。ああいうパネルが

芽登の市街にも今はあるようになりました

し、足寄の市街地の中見てもかなり旭町です

とか、かなり目立つようになってきたという
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ところでございます。下愛冠に行っても企業

のパネル、太陽光パネルが設置されるように

なってきました。そういった事業用の資産に

対してがかなり増えてきているという部分で

償却資産の固定資産税の伸びが大きいのかな

というふうに考えているところでございま

す。

○委員長（高道洋子君） ８番川上委員。

○８番（川上修一君） もうちょっと詳しく

教えてください。

今ちょっと住民課長触れられたのですけれ

ども、償却資産の中に町長決定と知事大臣配

分と２つなっていますよね。これはどんなも

のなのかもう一度詳しく町長決定はこんな資

産に対してだとか、そういうふうに教えても

らえないでしょうか。

○委員長（高道洋子君） 住民課長、答弁。

○住民課長（佐々木雅宏君） 償却資産のさ

らに詳しい説明ということになります。

町内見ますと、大きい施設、例えばダム関

係、電源開発の施設ですとか、そういった施

設は通常建物というのは、家屋であれば役場

の職員が評価に行って評定をつけて固定資産

税決めるものになるのですけれども、大規模

な施設になりますと、そういうことがなかな

か困難になってきますので、国のほうで、あ

るいは北海道の知事配分ということで、携帯

電話の基地局ですとか、ダムの関係ですと

か、今はなくなってしまいましたけれども、

鉄道の軌道ですとか、そういったものが知事

配分、大臣配分という関係で決められている

という部分がこの償却資産の知事配分、大臣

配分と呼ばれるものとなっています。

○委員長（高道洋子君） ８番川上委員。

○８番（川上修一君） そうしたら、大きな

やつは知事、大臣配分で、その他の一般の町

民の家だとか、償却資産だから家は違うな、

農家の機械だとか、太陽光パネルも町長決定

に入るのですか。

○委員長（高道洋子君） 住民課長、答弁。

○住民課長（佐々木雅宏君） 企業が設置す

る太陽光パネルとか、そういったものにつき

ましては、１月３１日までに毎年償却資産の

申告書というのを各事業所にお送りして提出

していただいているところなのですけれど

も、企業が設置する太陽光パネルはその償却

資産の一覧表の中に載ってくるものというこ

とになります。

○委員長（高道洋子君） ８番川上委員。

○８番（川上修一君） ということは、この

償却資産というのは今回４,０００万円増え

ていたのですけれども、来年からも大体同じ

ぐらい見込めるということで解釈してもいい

ですか。

○委員長（高道洋子君） 住民課長、答弁。

○住民課長（佐々木雅宏君） 毎年その償却

資産の把握のために申告書をお送りしますけ

れども、町内に例えば太陽光パネルが増設さ

れたですとか、あと町内いろいろ回ってみま

すと、例えば今電発でいろいろと工事をな

さっていますけれども、そういった部分が、

あるいは評価されてそういったところが例え

ば大臣配分とかというところで増額されてく

るということもあるかもしれません。その辺

は申告書をもらってみないと何とも言えない

ところかなと思います。

○委員長（高道洋子君） ８番川上委員。

○８番（川上修一君） ということは、くど

いようですけれども、一般の町民税と比べる

とまだ当てになる町税といいますか、と解釈

してもよろしいですか。

○委員長（高道洋子君） 住民課長、答弁。

○住民課長（佐々木雅宏君） 償却資産の把

握という部分では、やはり担当のほうでも窓

口に来たときにきちんとチェックをして、去

年の例えば台帳とのチェックとか行いながら

償却資産の増減、きちんと確認して把握に努

めているという部分がございます。

そういった町としての個人の持っている、

あるいは個人事業者、企業の持っている償却

資産の把握する努力の部分もあるかと思いま

すし、あと企業から出てくる目に見えて町内

にこんなものが増えたというふうなものがあ

れば、それがきちんと償却資産の企業からの
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申告書の中に載っているかとかというのはき

ちんと把握していきたいなというふうに考え

てございます。そういった部分で、確実に償

却資産を把握することで的確な固定資産税の

課税に努めていきたいというふうに考えてご

ざいます。

○委員長（高道洋子君） ８番川上委員。

○８番（川上修一君） 償却資産の把握に関

しては何か職員の人一生懸命されているな

と、自分認識しております。私、田舎に住ん

でいるのですけれども、去年たしかお盆だっ

たと思うのだけれども、税務課の職員の方来

て、こんなの増えているねと、御苦労さんと

いう感じで、それはあれなのですけれども、

よく分かりました、償却資産につきまして

は。

これで質問終わります。

○委員長（高道洋子君） 固定資産税はない

ですか、ほかに。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） では、第３項軽自

動車税、行きます。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 次、第４項町たば

こ税。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５項入湯税、あ

りませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 次、第２款地方譲

与税の第１項自動車重量譲与税、ないです

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項地方揮発油

譲与税、ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項森林環境譲

与税、ありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 次、行きます。

第３款、第１項利子割交付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款、第１項配

当割交付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５款、第１項株

式等譲渡所得割交付金、ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 次、１４ページ、

第６款、第１項法人事業税交付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第７款、第１項地

方消費税交付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第８款、第１項環

境性能割交付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第９款、第１項国

有提供施設等所在市町村助成交付金。

８番川上委員。

○８番（川上修一君） 単純な質問なので

す。

国有提供施設とはどのようなものなので

しょうかということを、具体的に教えていた

だきたいのと、もし複数あったとしたらそれ

ぞれ幾らぐらいの交付金が来ているのか、そ

の額を教えてください。

○委員長（高道洋子君） 住民課長、答弁。

○住民課長（佐々木雅宏君） ちょっとこれ

と似たような名前のものが、町税のところの

２款のところで国有資産等所在市町村交付金

及び納付金というのがございます。

固定資産税のほうのこの国有資産等所在市

町村送付金及び納付金というのは、例えば町

内には国の出先機関として森林管理署等ござ

いますけれども、そういった施設に対する、

これは固定資産税的な意味合いで収入される

ものですね。本来国の施設なので、課税する

というよりは国のほうが評価額を教えてくれ

て、それに一定の率１.４％なりを掛けて収

入させていただいているというような収入

だったと記憶しているのですけれども、あと

今川上議員がおっしゃいました国有提供施設

等所在市町村助成交付金というのは、町内に
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防衛施設、自衛隊の弾薬支処がございます。

ちなみに基地交付金と呼ばれるものなのです

けれども、この収入については自衛隊施設が

あることによって、その固定資産税的な意味

合いの部分と、施設がある基地があることに

よって、例えば周辺の道路の整備とか必要に

なってくるかと思うのですけれども、そう

いった自衛隊の施設がある町村の財政的な負

担を支援する意味で、施設に係る固定資産的

な意味合いの収入と周辺の道路なり施設を整

備するための財政的な負担を軽減するために

支援する収入というふうに思ってございま

す。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ８番川上委員。

○８番（川上修一君） そうしたら、１か所

という認識でよろしいのですね、国有提供施

設というのは。

○委員長（高道洋子君） 住民課長、答弁。

○住民課長（佐々木雅宏君） 基地交付金と

いう意味合いでは自衛隊の弾薬支処の分とい

うふうに考えてございます。

○委員長（高道洋子君） 次、行きます。

第１０款、第１項地方特例交付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第１１款、第１項

地方交付税、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第１２款、第１項

交通安全対策特別交付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第１３款分担金及

び負担金の第１項分担金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項負担金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第１４款使用料及

び手数料の第１項使用料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２０ページ、第２

項手数料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２２ページ、第１

５款国庫支出金の第１項国庫負担金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項国庫補助

金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項国庫委託

金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２６ページ、第１

６款道支出金、第１項道負担金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項道補助金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項道委託金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３０ページ、第１

７款財産収入の第１項財産運用収入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項財産売払収

入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第１８款、第１項

寄附金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １９款繰入金の第

１項基金繰入金。

８番川上委員。

○８番（川上修一君） 昨日間違ってお聞き

した森林環境譲与税基金繰入金５,８８９万

８,０００円、これについてちょっと詳しく

教えてください。

○委員長（高道洋子君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

森林環境譲与税の基金繰入金５,１８９万

８,０００円の要は流れというか、仕組みで

よろしいでしょうか。

この５,１８９万８,０００円の部分につい

てなのですけれども、令和２年度、令和元年

から始まって、これは令和元年から森林環境

譲与税が町のほうに交付されてきています。
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令和元年度に基金のほうに積立された額とい

うのが５,２８１万２,０００円あります。そ

こから今回令和２年度に執行見込額、これが

今この予算つくったときの部分で説明させて

いただきます。４,１１６万８,０００円で、

そして令和２年の基金の積立というのが１,

１６４万４,０００円になります。その基金

の積立額にさらに３年度の環境譲与税の見込

額、これが４,０２５万４,０００円ありま

す。これを足すと５,１８９万８,０００円に

なるということで、仕組みとしては基本的に

環境譲与税は一回基金に入ります。そして使

うお金、令和３年度使うお金については一般

会計からまずお金を借りて、まず使います。

最終的に令和３年が今度額が確定したら、そ

この金額をまた繰入れして使うということ

で、それを繰り返していくという仕組みに

なっていますので、御理解願いたいと思いま

す。（「分かりました。結構です」と呼ぶ者

あり）

○委員長（高道洋子君） 次、行きます。

第２項特別会計繰入金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ここで、休憩をし

たいと思います。

２時１０分まで、よろしくお願いします。

午後 １時５７分 休憩

午後 ２時１０分 再開

○委員長（高道洋子君） 休憩を閉じ、委員

会を再開します。

３６ページ、第２０款、第１項繰越金、あ

りませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２１款諸収入の

第１項延滞金、加算金及び過料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項預金利子。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項貸付金元利

収入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４項受託事業収

入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５項雑入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４４ページをお開

きください。

第２２款、第１項町債。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳入総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） では、６ページに

お戻りください。

第２表地方債４件、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １ページにお戻り

ください。

第３条一時借入金、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４条歳出予算の

流用、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ここで、全体に対

する総括ありませんか。

１２番井脇委員。

○１２番（井脇昌美君） 全体に対する総括

の質疑をこれからさせていただきますけれど

も、町長に質疑をさせていただきたいと思い

ます。これは、行政執行方針に沿った質疑で

ございます。

このＪＡあしょろのバイオマスセンターの

件でお聞きをさせていただきたいと思いま

す。

文章によりますと、売電が６０から８０％

と、言わば排せつ物の受入れですね、８００

頭から受入れをしているという１,０００頭

の見込がかなり増えてきているということ

で、結構なことだと思うのですけれども、そ

この中で文章の言葉尻を取るわけではないの

ですけれども、支援の在り方等々も、去年も

全く同じような文章で描かれているのですけ

れども、この支援を考えておられるのですけ
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れども、当初は大体聞くところによります

と、七、八千万円数字がダウンしていたと、

予定よりは足りなかったと。前年度も決して

いい数字ではないはずなのですけれども、こ

の経過として、当初前任の町長のときにはＪ

Ａとの法人化等々を考えた中で協議していた

経過があります。そこでＪＡあしょろが単独

で経営権を強く求めてきたということで今日

こういうような経営の、ＪＡあしょろという

ことが筆頭になって出ているのですけれど

も、この町長が行政としての支援にちょっと

言葉で触れているものですから、これは前年

度ＪＡあしゅろのほうからこの支援の打診が

あったのか、何かそれなりのアクションが

あったのかまずお聞きしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） バイオガスプラント

についての支援のお話でございますけれど

も、支援については金銭面もありますし、そ

れからいろいろなアドバイスだとか、それか

らどういう形でやっていくと運営ができるの

か、運営をきちんとできていくのかだとか、

そういった部分のアドバイスなども含めてい

ろいろな形での支援というのを考えていきた

いなというように考えているところでありま

す。

支援については、農協のほうから支援の要

請があったのかというお話でございますけれ

ども、特にこういうことでの支援だとかとい

うことでは特にはございませんけれども、た

だ今お話ありましたように、経営状況的にと

いうか、バイオガスプラントの状況というの

はこういう状況で、決していい状況にはまだ

なっていませんよというお話でございまし

た。つくるときの計画というのは１年目から

１００％の稼働で動いているという、そうい

う計画なのですけれども、やはりそれが望ま

しいことではありますけれども、やっぱり

やっていく上で、こういう大きなプラントで

すから、なかなか１００％、では稼働できる

かというと決してそうではなくて、やはり稼

働して始めたときにはやはり順調にいくまで

にやはり一定の期間が必要なのかなというよ

うに思っているところであります。そういっ

た部分で今後もそういうアドバイス的なもの

も必要ですし、それからもしかすると今後に

おいては何か資金的な部分の支援だとか、そ

ういったものも必要になってくるというお話

があるかもしれませんけれども、当初の中で

相当額の５億円ぐらいの支援もしながらこの

バイオガスプラントをつくってきております

ので、なかなかバイオガスプラントそのもの

に対する支援ということについては厳しいで

すよということになるのかなというように

思っています。

今後の部分でいきますと、今後消化液だと

か、そういったものなどもうまく活用してい

かなければなりませんので、そういった部分

をどうしていくのかだとか、そういったこと

などを含めて、いろいろな形でどこまで支援

ができるかというのもありますけれども、ア

ドバイスだってどこまでもアドバイスが、そ

んなにいっぱいいっぱい足寄町もバイオガス

プラントについての知識だとか、そういった

ものもあるわけでありませんので、どこまで

できるか分かりませんけれども、今後に向け

てやはりこのバイオガスプラントが畜産経営

の中で家畜のふん尿をどう処理していくのか

といった部分では、非常に大切な事業なのか

なというように思っています。小さな規模で

の経営であればそんなに大きく家畜ふん尿の

処理というのが大きな負担にはならないのか

もしれませんけれども、規模がだんだん大き

くなればなるほど負担が大きくなるわけです

ので、そういった部分で今後足寄町の酪農が

どれだけ大規模な経営をしていくのかという

のは、そういう農家が出てくるかといったら

なかなかまだちょっと見えてないところであ

りますけれども、いずれにしても家畜のふん

尿、そういった部分の処理というのはまず必

要になりますし、それにあわせて家畜ふん尿

の臭いだとか、環境問題だとか、そういった

ものも含めて適切に処理していくためにはバ

イオガスプラントというのも一つの大きな活
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用といいますか、処理のための方策として必

要なものなのかなというように思っておりま

す。一定、今後バイオガスプラントを成功さ

せていくためには一定の町の支援も必要に

なってくるのかなというように考えていると

ころであります。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） １２番井脇委員。

○１２番（井脇昌美君） 町長もおっしゃっ

たとおり、もう既に５億円という当町として

は高額な支援をしているわけです。

それで一つの事例ですけれども、我々も特

別委員会でこのオホーツク方面の別海町、こ

れがたしか２,０００から２,５００頭、桁が

違うのですよ。あそこで三井造船という東証

一部ですよ、４５億円を出資しているのです

から、三井造船ですよ。今ないですよ。もぬ

けの殻ですよ。負の遺産で今は別海町がどれ

だけそこにつぎ込んで、それを歩んでいると

は言いませんけれども、しっかりとやっぱり

町長そういうことも踏まえて、この適切な処

理だとか、農業に置かれた大事な問題、今た

しか聞くところによると３戸しか農家、そこ

へ加盟していないですよね。それもやっぱり

問題あると思います。３軒でそのような事業

を起こすということは、そうですよね、経済

課長違うかい。そうでしょう。３軒のはずで

す。だから、そこがやはりもっと町が加入す

るとかしないとかではなくて、言わば自信が

あって農協が、権限を農協が得たわけですか

ら、町としてはやっぱり静かに静観するのが

私当然だと思います。その中で必要以上に行

政として人的か技術的か、また資金的な等々

も支援の仕方いろいろあろうと思うけれど

も、余計な、私はたしかに心配は心であった

としても、こういう活字であまり表すといろ

いろなことがこれが尾を引くという現象にも

なりますし、たしか議会も本当に判断が今回

金銭的なことがあれば、議会は大変厳しい選

択をするようになると思います。それが我々

が後世に残る負としてなってはいけないから

です。そこを歩んでいっているとは言わない

ですけれども、いろいろなもろもろの中でＪ

Ａに対しては協力しなくてはいけないしして

いるわけですけれども、イチゴの問題だと

か、いろいろなことが今盛んに叫ばれている

ときにこれが負担、重荷になってくるようで

はやはり私は考えるべきだと思います。既に

大きな投資をされているということをしっか

りとやっぱり町長は、かじ取りをしているわ

けですから、その辺をしっかりと判断してい

ただきたいということを述べたいのですけれ

ども、どうですかね。

○委員長（高道洋子君） 答弁、町長。

○町長（渡辺俊一君） バイオマスセンター

については当初から３戸で始まっておりまし

て、当初一番最初に計画したときには地域の

農家の方たちかなりの戸数でいろいろと協議

を進めてきて、最終的に３戸になってきてい

ます。１,０００頭規模のバイオガスプラン

トですけれども、それも一定の８００頭ぐら

いまではその地域の３戸の中で一定、増頭も

あって８００頭ぐらいまでは増えてくるとい

う予定になっていて、あとそのほかに始めて

から、それまで協議の中に入っていて最終的

には参加しないと言っていたけれども、参加

しようという農家も出てくれば、その中に入

れるようなということで、１,０００頭規模

というような形になってきています。

お話もありましたけれども、当初はまた別

法人をつくって、運営については別法人つ

くってというような話もございましたけれど

も、最終的にいろいろと考えて、農協さんで

考えられたときに農協でやりましょうとい

う、別法人つくらないでも農協でやったほう

がいいのではないかというようなことで、最

終的には農協単独で運営をしますよという形

になりました。

そういう形で今までやってきているわけで

すけれども、先ほども申し上げましたよう

に、最初から計画どおり１００％の稼働とい

うのはなかなかやっぱり難しい。軌道に乗っ

ていくまでにやっぱり何年かかかるでしょう

というところであります。ですから、そう
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いった部分で出だしではやはり経営的には厳

しいのかなというように思っているところで

あります。

やはりつくる段階のときにも町からもいろ

いろ計画の作成だとか、そういったところで

一緒にお手伝いしながらやってきた部分もあ

りますので、出来上がって、あと農協さんが

あとやってくださいよということではなく

て、軌道に乗るまでの間、少し人的な支援と

いうか、技術的な、人が行ってそこでやるだ

とかということではないですけれども、その

中身の計画の中身だとか、そういった部分で

いろいろとアドバイス的な、そういったもの

もしていけるのではないかなというように考

えているところであります。

農協さん、５億円の補助金出して、農協さ

んがつくって農協さんが運営するのだから、

あとは農協さんでやったらいいのではないの

ということにはやはりならないのかなと。町

としてもやはりその後の、これは農業の振興

策の一つでありますからね。そういった部分

で農協さんに対する今後も協力はしていくと

いう部分は必要なのかなというように思って

いるところであります。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） １２番井脇委員。

○１２番（井脇昌美君） 町長の言葉尻を取

るのではないけれども、言わば軌道に乗るの

までと、農協の、始めから当初からは黒字に

はならないですよと。軌道に乗るまでは支援

が必要でないかと、その軌道の基準というの

はどこを見据えて基準、軌道ということは指

していますか。

○委員長（高道洋子君） 町長、答弁。

○町長（渡辺俊一君） やはり一番大きいの

は１,０００頭規模ぐらいになれば、ある程

度の家畜のふん尿も集まってくるという部分

もあって、それを使えば一定程度発電なども

計画どおりにできてくるのではないかなとい

うように思っています。

やっぱり家畜のふん尿の処理もそうですけ

れども、それから発電をしながらこの運営費

に、発電した電気を売ったお金で運営費にも

それを充てていくというような形で回してい

くという、もともとの計画そういう形になっ

ていますので、やはり発電が一定程度、大分

増えてきたのでもう一踏ん張りなのかなとい

うように思っていますけれども、発電量がさ

らに改善されていく、そういった部分が一定

程度軌道に乗ってくる、そういった目安に

なってくるのかなというように思っていると

ころであります。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） １２番井脇委員。

○１２番（井脇昌美君） 軌道に乗るまでと

いうイメージは分かりました。

大体予定した１,０００頭には近づいてき

て、自己努力されているでしょうし、売電も

このように８割近く数字上げていってくれて

います。もう一押しですね、やはり排せつ物

の消化液だとか、それとか敷料というのです

か、これ販売今ゼロですから。これが順調に

何とか販売に軌道に乗ったら、この数字とい

うのは大きい事業だけに、３,０００万円、

５,０００万円簡単に変わると思います。そ

ういうことを期待して、やはり負のあまり、

ならないような、町長しっかりとしたかじ取

り、判断を誤った判断しない、ただ情けイ

メージでは決して表現したりお話だけはしな

いでいただきたいということです。

以上で、委員長、答弁要りませんから。

○委員長（高道洋子君） 分かりました。

ほかに全体に対する総括、ありませんか。

８番川上委員。

○８番（川上修一君） 予算書の１７ページ

をお願いします。

真ん中辺の負担金で児童福祉費負担金、こ

れ１７ページの中程です。それで、例的に挙

げさせてもらうのですけれども、学童保育所

利用負担金４６２万円という数字が載ってお

ります。そして全く同額が歳出の１０７ペー

ジになるのですけれども、学童保育所保護者

負担金無償化事業補助金ということで全く同

額計上されております。
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それで、私単純に負担金というのは町のお

金というか、財源は町のお金なのに歳出で計

上するのは理解できるのですけれども、なぜ

歳入にまで計上しなければならないのかなと

いう疑問があるものですから、その点ちょっ

と教えていただきたいなと思います。

○委員長（高道洋子君） 答弁、福祉課長。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの川上

議員の御質問にお答えいたします。

まず足寄町には平成２８年度から子育て支

援ということで、保育所等の利用者負担金を

無償化ということで補助をしております。ま

ず通常ですと、学童を利用された方に関しま

しては利用者負担ということで歳入というこ

とで足寄町のほうに利用者さんのほうからお

金を頂くので、それで歳入のほうに負担金と

いうことで金額を載せさせていただいており

ます。ただ、足寄町の場合は無償化という事

業をやっておりますので、歳出のほうの、先

ほど川上議員が言っていた１０７ページの金

額なのですが、その利用している方への補助

金という形で歳出のほうに補助金を計上し

て、こちらの補助金から利用されている方に

補助をする、そしてその補助金、補助をした

お金を財源といいますか、に支出を支払いを

していただくというような形を取っておりま

すので、歳入と歳出の両方に同じ金額が載っ

ております。

以上です。

○委員長（高道洋子君） ８番川上委員。

○８番（川上修一君） では、一回親からは

もらっているのですか。

○委員長（高道洋子君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（保多紀江君） ただいまの御質

問にお答えいたします。

手続といたしましては、初めにまず利用者

さんに払っていただいて、そのお金を後から

補助してお支払いをするというのが正式な手

続かと思いますけれども、利用者さんも多く

また保護者さんの方の手続も一回払ってまた

もらうというような手続を簡素化するため

に、各保護者の会、保護者の各事業において

保護者会みたいなものをつくっていただいて

いまして、会長の方に受領委任といいます

か、全て権限を委任していただくという手続

をしておりまして、保護者さんから会長に受

領をすると、補助金を受領するという委任を

していただいて、その保護者会の会長さんと

担当のほうで書類の整理等を行わせていただ

いているということなので、実際にお金の現

金の動きとかはございません。

以上です。

○委員長（高道洋子君） ８番川上委員、よ

ろしいですか。

○８番（川上修一君） 何となくと言ったら

だめだな。分かりました。

○委員長（高道洋子君） あと、担当で詳し

く。

○８番（川上修一君） もう１件、いいです

か。

その関係で、保育所ですとか、給食の無償

化の関係は歳入と歳出に載っていますよね。

そうしたら同じ子育て支援ということで、高

校生に対する通学の支援ですとか、そういっ

た関係は歳入にどこか載っているのですか、

これ。それはちょっとまた認識が違うのか、

その辺もよく分からないので、ちょっと教え

てください。

私の質問の仕方が悪くてお困りなのかなと

思うのですけれども、ちょっと単純に疑問に

思うのですよ。保育所の負担金は両建てとい

うか歳入と歳出に載っていますよと。給食の

関係も歳入と歳出に載っていますよと。同じ

子供さんの支援で、高校生を子供さんという

のかどうかちょっとあれですけれども、高校

生の例えば通学に支援しているだとか、何か

下宿の支援だとか、いろいろありますよね。

そういったものは歳出に載っているけれど

も、歳入で自分見つけられなかったのだか

ら、どうして片一方載っけて片一方載っけな

いのかなと、その違いは何かなということを

教えていただきたいなということでありま

す。

○委員長（高道洋子君） 答弁、副町長。
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○副町長（丸山晃徳君） 明確な答えになる

かちょっと分からないのですけれども、答弁

させていただきます。

高校の部分の支援策の補助金で、例えば通

学の補助金ですと、下宿代がかなりの金額占

めています。その金額は足寄町の収入に入る

わけではなく、今高校の多目的集会施設を管

理していますびびっどコラボレーションとい

う会社に収入されるので、町の予算を通らな

いというような形ですとか、町が収入すべき

事業には町のほうに入ってきますけれども、

高校の部分というのはかなり町の収入になら

ないところでの支出が多いところで、イコー

ルにはならないというのが、大きなくくりで

いえばそういうようなことでございます。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ８番川上委員。

○８番（川上修一君） すごい分かりやすい

お答えでした。ありがとうございました。

○委員長（高道洋子君） そのほかに、全体

に対する総括ありませんか。

８番川上委員。

○８番（川上修一君） 何回もすみません。

予算書の３４ページ、お願いします。

第１８款寄附金のふるさと納税の関係で

ちょっと質問をさせていただきます。

予算では前年対比２,２００万円増の計画

となっております。それで、まずふるさと納

税の関係は昨年度巣籠もり需要でいろいろな

自治体が増額されているということを報道で

お聞きしております。それで、足寄町は実際

どのぐらい当初予算と比べて増えているの

か。それから、返礼品の中で人気があったの

は何か教えてください。

○委員長（高道洋子君） 総務課長、答弁。

○総務課長（松野 孝君） お答えいたしま

す。

ふるさと納税寄附金につきましては、令和

２年度前年度は当初予算では６,７００万円

の予算を見込んでおりましたが、先般の臨時

会でしたか、決算見込が約３,０００万円増

の８,２００万円ということで令和２年度は

補正したところでございます。実質、大体

８,２００万円の見込みでおりますので、実

質的には今回予算を見たのは７００万円程度

の増で見込んでいるところでございます。

それで、令和２年度の人気商品と申します

と、前回の一般質問か何かでもお答えいたし

ましたが、やっぱりチーズ工場のチーズが上

位に来ているところでございます。あと、野

菜関係、野菜というかトウモロコシだとか、

そういう野菜関係につきましても人気の商品

でございます。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ８番川上委員。

○８番（川上修一君） 分かりました。

それで、今年度の予算では２,２００万円

増ということなのですけれども、今年度新し

い返礼品というのはちょっと見込みはあるの

でしょうか。新聞や何かで、足寄農協でジェ

ラートを開発したですとか、今朝の道新でも

螺湾のひだまりファームさんでしたか、リン

ゴシードルというのですか、そんなのが大き

く出ていたものですから、そういった感じで

新しい返礼品があれば教えてください。

○委員長（高道洋子君） 総務課長、答弁。

○総務課長（松野 孝君） お答えいたしま

す。

新商品として見込んでおりますのは、現在

のところ決定ではまだございませんが、まだ

協議中でございます。

まずお願いしているのは、北海道ちぬやさ

ん、まだ返礼品として商品化されておりませ

んので、コロッケについて何とか返礼品にな

らないかということでちぬやさんのほうとま

ず協議をしてございます。あと今川上議員

おっしゃいましたとおり、農協さんで試食会

も開いているという新聞報道もございました

が、ジェラート、アイスを何とか返礼品にし

たいなということで現在協議を進めていると

ころでございます。今のところはこんな感じ

でございます。

○委員長（高道洋子君） ８番川上委員。

○８番（川上修一君） 分かりました。
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ふるさと納税の関係は、自分も一般質問さ

せてもらったのですけれども、担当の職員の

方にお聞きしたときも、やっぱり冷凍ものが

あると注文が来たときに発送が早くできるか

らありがたいと。アイスとかジェラートが

あったらなと担当の方言われていたものです

から、このたび農協でイチゴですね、ジェ

ラートができて、これがうまく返礼品になっ

ていってくれたらいいなという思いがあっ

て、私よかったなと思っています。

それで、ちょっと関連でまた質問をさせて

いただきますけれども、今度歳出のほうなの

ですけれども、ふるさと納税返礼品開発支援

金というのを新しくつくられましたよね。予

算書では７１ページの企画振興費なのですけ

れども、新しい事業ですよね。５０万円掛け

る２業者というくくりだったので、私いい企

画、アイデアだなと思っていたのですけれど

も、今言った農協のジェラートなどというの

はもう開発済みだから対象にはならないので

すよね、この５０万円のね。これ既に開発し

てしまっているからね。これから開発するも

のということですよね。それが１点と、もう

１点、同じ新商品開発ということで、商工費

の中で地場産品開発補助金１００万円とある

のですよ。これを併用して新しい商品開発し

てふるさと納税に乗っかるからダブルで併用

して補助金ということには、それは可能で

しょうか。２点お伺いします。

○委員長（高道洋子君） 総務課長、答弁。

○総務課長（松野 孝君） お答えいたしま

す。

まずＪＡさんのジェラートの関係でござい

ますが、まだ商品が今回の施策の関係で完成

していないと思われますので、今後もしＪＡ

さんから申請来た場合、全てだめにはならな

いかと思います。あるいは、機器の購入費に

ついても一応補助の対象になってございます

ので、今のところはまだ絶対だめだよという

ふうには考えてございません。

２点目は経済課長のほうからお答えさせて

いただきます。

○委員長（高道洋子君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） お答えします。

小規模事業支援金の１００万円ということ

なのですけれども、これは新たな支援開発と

いう形の中で予算計上しております。それが

いわゆる、その方がどういうふうに商品開発

を新たなものをつくっていくかということに

ついてなのですけれども、うまく返礼品に代

わるものという開発をすればそっちのほうに

乗っかるのかなと。ただ全然違うものとして

全く違う開発を進める事業者であれば、それ

は返礼品の対象にならないのではないかとい

うふうに考えております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ８番川上委員。

○８番（川上修一君） それは私も分かりま

す。私がお聞きしたかったのは、ふるさと納

税の返礼品開発費５０万円、これが高いのか

安いのか、ちょっと自分でも分からないので

すけれども、何か新しいものをつくろうと

思ったときに５０万円でできるのかなと、ふ

と疑問に思ってしまったのです。それでいろ

いろな予算を見たときに、前からある地場産

品開発補助金１００万円あるから、これと足

して新しいものをつくって返礼品に行くよと

いうことであれば可能性が広がるのかなと

思ってお聞きをいたしました。ですから、再

度そのドッキングというか、はだめなのかど

うなのかお聞きします。

○委員長（高道洋子君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

全体的に考えれば、マッチングすればそれ

はうちはうちで使える新たな商品開発、それ

が返礼品に代わるとなれば、それはミックス

にして補助金は頂けるというふうに理解して

おります。

以上です。

○委員長（高道洋子君） ８番川上委員。

○８番（川上修一君） そういうことであれ

ば、今一生懸命取り組んでいる方もいらっ

しゃるようですので、特に今日新聞見てすご
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いなと思ったのですけれども、こういう感覚

をお持ちの方が足寄の町内にもいるのかと。

ぜひ成功してほしいと思ったものですから、

そういう方に対して少しでも研究開発費、そ

れがいっぱい提供といいますか、補助といい

ますか、できたらいいなと思ってお聞きしま

した。うまく活用して。

答弁してください。

○委員長（高道洋子君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） すみません。一

部を補足させていただきます。

この小規模事業支援金なのですけれども、

あくまでも事業者さんが町に申請して、そし

て町がそのメニューを見て、それが審査会を

通って、これが新たなものとして開発する

し、なおかつこれが返礼品につながるよとい

うこともあって初めてそこがマッチングでき

るのかなと思っておりますので、そこは

ちょっと補足説明させていただきました。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ８番川上委員。

○８番（川上修一君） 分かりました。

ただ、その可能性があれば私、取組も可能

なのかなと思うので、ぜひＰＲも兼ねてうま

く、せっかくつくった制度ですから、予算化

したのだけれども該当がなくて執行残になり

ましたとならないような方向で取り組んで

いっていただきたいなと思います。

以上です。

○委員長（高道洋子君） 分かりました。

全体に対する総括、ほかにありますか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） なければ、いいで

すか。これで質疑を終わります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） なしということ

で、討論なしと認め、これで討論を終わりま

す。

これから、議案第３７号令和３年度足寄町

一般会計予算の件を採決いたします。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

したがって、議案第３７号令和３年度足寄

町一般会計予算の件は、原案のとおり可決さ

れました。

◎ 議案第３８号から議案第４６号まで

○委員長（高道洋子君） これから引き続

き、議案第３８号令和３年度足寄町国民健康

保険事業特別会計予算の件を議題といたしま

す。

特別会計予算書を出してください。

提出議案につきましては、既に説明を受け

ておりますので、これから質疑に入ります。

１４ページをお開きください。

歳出から進めます。

目で進めます。

第１款総務費、第１項１目一般管理費、質

疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目連合会負担

金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項１目賦課徴

収費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目納税奨励費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項１目運営協

議会費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款保険給付

金、第１項１目療養諸費、質疑はありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目高額療養費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目移送費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目出産育児諸
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費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目葬祭諸費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項１目傷病手

当金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款国民健康保

険事業費納付金、第１項１目医療給付費分。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目後期高齢者支

援金等分。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目介護納付金

分。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款共同事業拠

出金、第１項１目共同事業拠出金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５款財政安定化

基金拠出金、第１項１目財政安定化基金拠出

金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第６款保健事業

費、第１項１目保健衛生普及費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目国保ヘルス

アップ事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項１目特定健

康診査等事業費、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第７款諸支出金、

第１項１目一般被保険者保険税還付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目退職被保険者

等保険税還付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目一般被保険者

保険税還付加算金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目退職被保険者

等保険税還付加算金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目保険給付費等

交付金償還金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６目その他償還

金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項１目直営診

療施設勘定操出金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第８款予備費、第

１項１目予備費、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳出総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ８ページにお戻り

ください。

歳入に入ります。

項で進めます。

第１款、第１項国民健康保険税。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款、第１項道

補助金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款、第１項他

会計繰入金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項基金繰入

金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款、第１項繰

越金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５款、第１項延

滞金、加算金及び過料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項預金利子。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項受託事業収

入。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４項雑入、質疑

はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳入総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 全体に対する総括

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これで質疑を終わ

ります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第３８号令和３年度足寄町

国民健康保険事業特別会計予算の件を採決し

ます。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員起立です。

したがって、議案第３８号令和３年度足寄

町国民健康保険事業特別会計予算の件は、原

案のとおり可決されました。

３３ページをお開きください。

これから、議案第３９号令和３年度足寄町

簡易水道特別会計予算の件を議題といたしま

す。

提出議案につきましては、既に説明を受け

ておりますので、これから質疑に入ります。

４２ページをお開きください。

歳出から進めます。

目で進めます。

第１款総務費、第１項１目一般管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款施設費、第

１項１目営繕費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款水道工事

費、第１項１目水道工事費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款公債費、第

１項１目元金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目利子。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５款予備費、第

１項１目予備費、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳出総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４０ページにお戻

りください。

歳入に入ります。

項で進めます。

第１款、第１項事業収入、質疑はありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款、第１項他

会計繰入金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款、第１項繰

越金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款、第１項雑

入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５款、第１項町

債。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳入総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３６ページにお戻

りください。

第２表地方債１件、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 全体に対する総括

ありませんか。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これで質疑を終わ

ります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第３９号令和３年度足寄町

簡易水道特別会計予算の件を採決します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

したがって、議案第３９号令和３年度足寄

町簡易水道特別会計予算の件は、原案のとお

り可決されました。

５７ページをお開きください。

これから、議案第４０号令和３年度足寄町

公共下水道事業特別会計予算の件を議題とい

たします。

提出議案につきましては、既に説明を受け

ておりますので、これから質疑に入ります。

６８ページをお開きください。

歳出から進めます。

目で進めます。

第１款総務費、第１項１目一般管理費。

８番川上委員。

○８番（川上修一君） ６９ページの一番下

の操出金、一般会計起債償還金操出金２,６

４３万円ですね。これの意味をちょっと教え

ていただきたいのですけれども。

○委員長（高道洋子君） 答弁、建設課長。

○建設課長（増田 徹君） 総務費の総務管

理費、一般管理費の操出金、一般会計起債償

還金操出金なのですが、これにつきましては

下水道事業において借りました過疎債にかか

る元利償還金を一般会計に支払うため計上さ

せていただいている費用でございます。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ８番川上委員。

○８番（川上修一君） ということは、一般

会計で一回払ってくれているから、その分を

払うということ、認識でよろしいですか。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

それでは、２目普及促進費、ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項１目処理場

管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目橋梁管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款事業費の第

１項１目事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ７６ページ、第３

款公債費の第１項１目元金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目利子。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款予備費、第

１項１目予備費、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳出総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６４ページにお戻

りください。

歳入に入ります。

項で進めます。

第１款、第１項負担金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項分担金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款、第１項使

用料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款、第１項国

庫補助金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款、第１項他

会計繰入金。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５款、第１項繰

越金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第６款、第１項延

滞金、加算金及び過料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項雑入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第７款、第１項町

債、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳入総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６０ページにお戻

りください。

第２表債務負担行為２件、質疑はありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３表地方債２

件、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 全体に対する総括

ありませんか。

６番熊澤委員。

○６番（熊澤芳潔君） 公共下水道の進捗状

況なのですけれども、そのことと、それから

今年下愛冠団地の下水の工事ということなの

ですけれども、その後の計画がもし分かれ

ば、大体地区的にはどの程度ということで分

かればお願いいたします。

○委員長（高道洋子君） 答弁、建設課長。

○建設課長（増田 徹君） 下水道の進捗状

況、まず進捗状況ということで、現認可を頂

いている面積に関しましては２８０ヘクター

ル、うち整備面積として２２４.１３、これ

は令和元年度末の資料となります。今年度は

まだ最終計取れていないところでございま

す。整備率といたしましては、６２.２６％

でございます。

今年度下愛冠のほうに主に整備をさせてい

ただいて、次年度も残り下愛冠のほうを整備

をしたいということに、下愛冠と北１条３丁

目になるのかな、の一部をやるという状況に

しております。

これからの状況なのですけれども、下愛

冠、それから町なかほぼ終わりに近づいてき

たということもありまして、今年度、令和３

年度で認可変更のほうを今計上させてもらっ

ていたのですが、変更させていただいて、事

業期間の延伸と区域の拡張を考えておりま

す。区域の拡張につきましては、郊南のほう

をこれから進めていこうという考えで区域拡

張をしようというふうに考えていますので、

よろしくお願いいたします。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） いいですか。

ほかに、全体に対する総括ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これで質疑を終わ

ります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４０号令和３年度足寄町

公共下水道事業特別会計予算の件を採択しま

す。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

したがって、議案第４０号令和３年度足寄

町公共下水道事業特別会計予算の件は、原案

のとおり可決されました。

８９ページをお開きください。

これから、議案第４１号令和３年度足寄町

介護保険特別会計予算の件を議題とします。

提出議案につきましては、既に説明を受け

ておりますので、これから質疑に入ります。

１０２ページをお開きください。
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歳出から進めます。

目で進めます。

第１款総務費、第１項１目一般管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項１目賦課徴

収費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項１目介護認

定審査会費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目認定調査等

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４項１目趣旨普

及費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款保険給付

費、第１項１目介護サービス給付費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目審査支払手数

料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目高額介護サー

ビス費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目高額医療合算

介護サービス費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目特定入所者介

護サービス費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １１０ページ、第

３款地域支援事業費、第１項１目介護予防・

生活支援サービス事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目介護予防ケア

マネジメント事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項１目一般介

護予防事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項１目総合相

談事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目権利擁護事業

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目任意事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目在宅医療・介

護連携推進事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目認知症総合支

援事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６目地域ケア会議

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ７目生活支援体制

整備事業費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４項１目審査支

払手数料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款諸支出金、

第１項１目第１号被保険者保険料還付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５款予備費、第

１項１目予備費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳出総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ９６ページにお戻

りください。

歳入に入ります。

項で進めます。

第１款、第１項介護保険料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款、第１項負

担金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款、第１項国

庫負担金。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項国庫補助

金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款、第１項支

払基金交付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５款、第１項道

負担金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項道補助金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第６款、第１項他

会計繰入金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項基金繰入

金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第７款、第１項繰

越金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第８款、第１項延

滞金、加算金及び過料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項雑入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項預金利子。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳入総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 全体に対する総括

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これで質疑を終わ

ります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４１号令和３年度足寄町

介護保険特別会計予算の件を採決します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

したがって、議案第４１号令和３年度足寄

町介護保険特別会計予算の件は、原案のとお

り可決されました。

１２５ページをお開きください。

これから、議案第４２号令和３年度足寄町

介護サービス事業特別会計予算の件を議題と

いたします。

提出議案につきましては、既に説明を受け

ておりますので、これから質疑に入ります。

１３６ページをお開きください。

歳出から進めます。

目で進めます。

第１款総務費、第１項１目一般管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款介護サービ

ス事業費、第１項１目特別養護老人ホーム運

営費、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款、第１項１

目予備費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳出総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １３２ページにお

戻りください。

歳入に入ります。

項で進めます。

第１款、第１項介護サービス給付費収入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項介護サービ

ス利用者負担金収入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項他会計負担

金。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○委員長（高道洋子君） 第２款、第１項財

産運用収入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款、第１項他

会計繰入金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款、第１項雑

入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳入総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 全体に対する総括

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これで質疑を終わ

ります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４２号令和３年度足寄町

介護サービス事業特別会計予算の件を採決し

ます。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

したがって、議案第４２号令和３年度足寄

町介護サービス事業特別会計予算の件は、原

案のとおり可決されました。

１５５ページをお開きください。

これから、議案第４３号令和３年度足寄町

後期高齢者医療特別会計予算の件を議題とい

たします。

提出議案につきましては、既に説明を受け

ておりますので、これから質疑に入ります。

１６６ページをお開きください。

歳出から進めます。

目で進めます。

第１款総務費、第１項１目一般管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項１目賦課徴

収費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款後期高齢者

医療広域連合納付金、第１項１目後期高齢者

医療広域連合納付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款諸支出金、

第１項１目保険料還付金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目償還金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款、第１項１

目予備費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳出総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １６２ページにお

戻りください。

歳入に入ります。

項で進めます。

第１款、第１項後期高齢者医療保険料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款、第１項一

般会計繰入金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款、第１項繰

越金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款、第１項延

滞金、加算金及び過料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項償還金及び

還付加算金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項預金利子。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４項受託事業収

入。
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（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５項雑入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳入総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 全体に対する総括

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これで質疑を終わ

ります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４３号令和３年度足寄町

後期高齢者医療特別会計予算の件を採決しま

す。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

したがって、議案第４３号令和３年度足寄

町後期高齢者医療特別会計予算の件は、原案

のとおり可決されました。

１７１ページをお開きください。

これから、議案第４４号令和３年度足寄町

資源ごみ処理等事業特別会計予算の件を議題

といたします。

提出議案につきましては、既に説明を受け

ておりますので、これから質疑に入ります。

１８２ページをお開きください。

歳出から進めます。

目で進めます。

第１款総務費、第１項１目一般管理費、質

疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款施設費、第

１項１目施設管理費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款中継設備

費、第１項１目中継設備費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款予備費、第

１項１目予備費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳出総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １７８ページにお

戻りください。

歳入に入ります。

項で進めます。

第１款、第１項事業収入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２款、第１項負

担金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３款、第１項使

用料。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４款、第１項他

会計繰入金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第５款、第１項繰

越金。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第６款、第１項雑

入。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 歳入総括ありませ

んか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 全体に対する総括

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これで質疑を終わ

ります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 討論なしと認めま
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す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４４号令和３年度足寄町

資源ごみ処理等事業特別会計予算の件を採決

します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

したがって、議案第４４号令和３年度足寄

町資源ごみ処理等事業特別会計予算の件は、

原案のとおり可決されました。

これから、議案第４５号令和３年度足寄町

上水道事業会計予算の件を議題といたしま

す。

別冊の資料をお開きください。

提出議案につきましては、既に説明を受け

ておりますので、これから質疑に入ります。

６ページをお開きください。

収益的支出から目で進めます。

第１項営繕費用の１目原水及び浄水費、質

疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目配水及び給水

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目総係費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目減価償却費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目資産減耗費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項営業外費用

の１目支払利息及び企業債取扱諸費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目消費税及び地

方消費税。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目雑支出。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項１目予備

費、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６ページにお戻り

ください。

収益的収入に入ります。

一括で行います。

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １２ページをお開

きください。

資本的収入及び支出一括で行います。

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 総括ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２ページにお戻り

ください。

第５条企業債から第８条棚卸資産購入限度

額まで、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 総括ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これで質疑を終わ

ります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４５号令和３年度足寄町

上水道事業会計予算の件を採決します。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員起立です。

したがって、議案第４５号令和３年度足寄

町上水道事業会計予算の件は、原案のとおり

可決されました。

これから、議案第４６号令和３年度足寄町

国民健康保険病院事業会計予算の件を議題と
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いたします。

別冊です。

提出議案につきましては、既に説明を受け

ておりますので、これから質疑に入ります。

６ページをお開きください。

収益的支出から目で進めます。

第１項医業費用の１目給与費、質疑はあり

ませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １０ページ、２目

材料費、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目経費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １４ページ、４目

減価償却費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ５目資産減耗費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６目研究研修費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第２項医業外費用

の１目支払利息及び企業債取扱諸費、ありま

せんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２目患者外給食材

料費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ３目消費税及び地

方消費税。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ４目雑損失。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第３項特別損失の

１目その他特別損失。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 第４項１目予備

費。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ６ページにお戻り

ください。

収益的収入に入ります。

一括で行います。

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） １６ページ、資本

的収入及び支出一括で行います。

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 総括ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） ２ページにお戻り

ください。

第５条企業債から第１１条重要な資産の取

得まで、質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 総括ありません

か。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これで質疑を終わ

ります。

これから、討論を行います。

討論はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 討論なしと認めま

す。

これで討論を終わります。

これから、議案第４６号令和３年度足寄町

国民健康保険病院事業会計予算の件を採決し

ます。

本件は、原案のとおり決定することに賛成

の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

したがって、議案第４６号令和３年度足寄

町国民健康保険病院事業会計予算の件は、原

案のとおり可決されました。

◎ 閉会の議決

○委員長（高道洋子君） これで、本委員会

に付託されました案件の審議は全て終了いた

しました。

これをもって、閉会したいと思います。
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御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 異議なしと認め、

本委員会を閉会いたします。

なお、委員会審査報告の作成については、

正副委員長に御一任願いたいと思いますが、

御異議ありませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 異議なしと認め、

正副委員長により作成いたします。

◎ 閉会宣告

○委員長（高道洋子君） これをもちまし

て、予算審査特別委員会を閉会いたします。

御苦労さまでございました。

午後 ３時２７分 閉会
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